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加藤祥平　狩野探幽筆「四季花鳥図屛風」について
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主
を
め
ぐ
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先
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研
究

三　

「
図
「
風
俗
表
現

四　

像
主
「
「
「

　

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
重
要
文
化
財
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
二
曲
一
隻「
図

1　

「
「
「「
「
図
「
「
「
称
す
る
「は
「
無
背
景
「
画
面
に
美
し
い
小
袖
を
ま
「
う
六
人

「
男
女
を
描
き
出
し
た
近
世
初
期
風
俗
画
を
代
表
す
る
名
品
で
あ
る
。
多
く
「
風
俗
画

が
「
「
者
や
製
「
年
代
を
示
す
落
款
が
な
く
「
「
来
も
不
明
で
あ
る
「
い
う
状
況
「
な

か
で
「
「
図
は
江
戸
時
代
後
期
に
は
尾
張
徳
川
家「
「
「
「「
尾
張
家
「
「
「
称
す
る
「で
所

蔵
さ
れ
「
ま
た
「
「
多
平「

マ
マ
「「

姿
絵
「
「
名
が
冠
せ
ら
れ
て
い
た
こ
「
が
記
録
か
ら
明
確

に
裏
付
け
ら
れ
る
点
で
も
貴
重
な
「
例
で
あ
る
。
加
え
て
「
絵
「
中
に
は
「
徳
川
家
「

紋
章
で
あ
る
葵
紋
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
小
袖
「
女
性
が
描
か
れ
「
ま
た
表
具
に
は
葵
紋
が

織
り
出
さ
れ
た
裂き

れ

が
用
い
ら
れ
て
お
り
「
徳
川
一
門
「
何
ら
か
「
関
係
を
持
つ
こ
「
が

想
定
さ
れ
る
点
で
も
稀
有
な
「
例
「
い
え
よ
う
。

六
人
「
男
女
「
う
ち
「
若
衆
を
屛
風
「
「
「
名
「
「
「
多
平
「「
郎
「「
か
ら
「
伊
勢

桑
名
藩
「
多
家
二
代「
「
ち
「
播
磨
姫
路
藩
「
多
家
初
代
「「
多
忠
政
「
嫡
男
で
あ
っ
た
「

多
忠た

だ

刻「
き「

一
「
九
六
〜
一
六
二
六
「「
葵
紋
を
散
ら
し
た
小
袖
「
美
女
を
二
代
将
軍
徳
川
秀

忠
「
「
女
で
「
忠
刻
「
正
室
「
な
っ
た
千
姫「
一
「
九
七
〜
一
六
六
六
「「
み
て
「
二
人
「

恋
物
語
を
描
い
た
「
す
る
説
が
早
く
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
現
状
で
は
「

こ
れ
を
積
極
的
に
認
め
る
見
解
「
「
「
図
に
見
受
け
ら
れ
る
卑
俗
的
な
要
素
か
ら
二
人

に
仮
託
し
た
当
時
流
行
「
風
俗
画
「
文ふ

使づ
か

い
図
「
「
み
な
す
見
解
「
に
分
か
れ
て
お

り
「
像
主
を
め
ぐ
る
問
題
は
い
ま
だ
決
着
を
み
て
い
な
い
「
い
え
よ
う
。
果
た
し
て
「

こ
「
二
人
は
「
当
に
「
多
忠
刻
「
千
姫
な
「
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
「
高
貴
な
身
分
「

男
女
に
擬
え
た
「
名
も
な
き
人
物
に
す
ぎ
な
い
「
だ
ろ
う
か
。

近
年
「
近
世
初
期
風
俗
画
に
お
い
て
「
そ
「
描
写
内
容
か
ら
発
注
者
を
特
定
し
「
政
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屛
風
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い
て

三
六

治
的
な
製
「
意
図
を
見
い
だ
そ
う
「
す
る
試
み
も
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
「
図
に
お
い

て
も
「
徳
川
一
門
を
あ
ら
わ
す
「
葵
紋
「
は
無
視
で
き
な
い
標
章
で
あ
り
「
製
「
背
景

に
政
治
的
な
意
図
が
あ
っ
た
「
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

な
お
「
「
図
は
平
成
二
「
二
年「
二
〇
一
〇
「に
東
京
文
化
財
研
究
所
「
「
共
同
研
究

に
よ
り
「
高
精
細
デ
ジ
タ
ル
画
像
「
撮
影
を
行
っ
て
い
る
。
こ
「
共
同
研
究
「
成
果
「

し
て
「
筆
者
は
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
表
現
に
つ
い
て
「
「
題
し
「
「
図
「
人
物

描
写
「
う
ち
特
に
顔
貌
表
現
に
つ
い
て
「
当
時
「
化
粧
や
風
習
か
ら
「
葵
紋
「
小
袖
を

着
た
女
性
は
遊
女
で
は
な
く
高
貴
な
身
分
に
属
す
女
性
で
「
千
姫
「
可
能
性
が
高
い
こ

「
を
発
表
し
た
。
ま
た
「
令
和
元
年「
二
〇
一
九
「六
月
に
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
に
て
開

催
さ
れ
た
「
遊
び
「
流
儀　

遊
楽
図
「
系
譜
「
展
図
録
に
「「
遊
楽
図
二
題
─
「
遊
楽

図
屛
風「
相
応
寺
屛
風
「「
「
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「「
「
題
し
て
「
東
京
文
化
財
研

究
所
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
内
容
を
も
「
に
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
し
た
。
し
か
し
「
紙
幅

「
都
合
も
あ
り
「
「
多
忠
刻
「
目
さ
れ
る
若
衆
に
つ
い
て
は
「
別
「
人
物
で
あ
る
可
能

性
を
示
唆
す
る
に
留
ま
り
「
「
分
に
言
及
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
。

令
和
元
年
七
月
七
日
に
は
「
徳
川
美
術
館
「
第
七
「
「
回
定
期
研
究
発
表
会
に
お
い

て
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
を
読
み
解
く
「
「
題
し
「
こ
れ
ま
で
「
研
究
成
果
に
新
知

見
を
加
え
「
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。
「
稿
で
は
「
こ
「
内
容
に
基
づ
き
「
「
図
「
風
俗

表
現
に
改
め
て
注
目
し
「
当
時
「
武
家
「
風
習
や
史
料
に
よ
り
描
か
れ
た
人
物
「
身
分

や
年
齢
を
明
ら
か
に
す
る
こ
「
で
「
像
主
「
特
定
を
試
み
「
そ
「
製
「
背
景
に
つ
い
て

も
考
察
を
行
う
こ
「
「
す
る
。

一　

本
図
の
概
要

描
写
内
容

「
図
は
「
縦
約
七
二
糎
・
横
約
七
「
糎「
詳
細
な
法
量
は
後
述
す
る
「「
ほ
ぼ
正
方
形
に

近
い
二
枚
「
図
を
各
扇
「
金
箔
地
に
貼
り
込
ん
だ
二
曲
一
隻
屛
風
で
「
屛
風
「
し
て
は

か
な
り
変
則
的
な
形
式
を
示
す
。

二
つ
「
画
面
「
う
ち
「
右
扇
に
は
四
人
「
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
か
ら
み
て
い

く
「
「
左
手
に
文ふ

み

を
持
っ
た
女
性
が
「
何
か
を
語
る
よ
う
に
「
右
手
「
人
差
し
指
を
立

て
「
文
を
指
し
示
し
て
い
る
。
そ
「
隣
「
女
性
は
「
差
し
出
さ
れ
た
文
を
見
て
恥
じ
ら

う
よ
う
に
首
を
傾
け
「
右
手
は
文
を
手
に
「
ろ
う
か
「
る
ま
い
か
迷
い
な
が
ら
も
襟
元

に
置
き
「
左
手
は
帯
に
差
し
込
み
「
体
を
わ
ず
か
に
く
ね
ら
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
そ

「
隣
で
は
立た

て
ひ
ょ
う
ご

兵
庫
「
髪
型
「
女
性
が
「
「な

が
ぎ
せ
る

煙
管
で
煙
草
を
吸
い
つ
つ
「
左
手
は
懐ふ

「
こ
ろ
で手

に

し
「
文
「
や
り
「
り
を
冷
静
な
面
持
ち
で
眺
め
て
い
る
。
そ
し
て
「
そ
「
背
後
に
は
片

側
に
煙
草
盆
を
載
せ
た
牀し

ょ
う
ぎ几

に
右
脚
を
組
ん
で
座
り
「
文
「
や
り
「
り
に
注
意
を
払
い

つ
つ
も
「
三
味
線
を
弾
く
女
性
が
描
か
れ
る
。
女
性
た
ち
は
「
い
ず
れ
も
個
性
豊
か
な

美
し
い
小
袖
に
身
を
包
ん
で
お
り
「
な
か
で
も
中
央
「
女
性
は
「
能
面
「
小
面
「
よ
う

な
整
っ
た
顔
立
ち
に
「
い
か
に
も
豪
華
な
総
鹿
子
絞
り
に
葵
紋
散
ら
し
「
小
袖
を
身
に

つ
け
「
ひ
「
き
わ
目
を
引
く
。
文
を
持
つ
女
性
は
「
肩
で
桃
色
「
浅
葱
に
染
め
分
け
た

小
袖
に
藤
「
花
を
あ
ら
わ
し
た
小
袖
「
立
兵
庫
「
女
性
は
「
黒
地
に
水
車
「
図
柄
を
大

胆
に
あ
ら
わ
し
た
小
袖
「
三
味
線
を
弾
く
女
性
は
「
紗さ

や
が
た

綾
形
「
地
紋
が
あ
る
こ
「
か

ら
「
紗
綾
形
綸り

ん
ず子

「
思
し
き
紅
地
に
鉄
線
「
模
様
を
あ
ら
わ
し
た
小
袖
で
あ
る「
「
「
「

四
人
「
女
性
を
そ
れ
ぞ
れ
「
文
を
持
つ
女
「「
葵
紋
小
袖
「
女
「「
立
兵
庫
「
女
「「
三
味
線
「
女
「

「
「
称
す
る
。
挿
図
1
「。
小
袖
「
「
に
は
間あ

い
ぎ着

「
「
着
を
重
ね
て
お
り
「
文
を
持
つ
女

「
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「
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「

「
3
「

「
4
「
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多
平
「
郎
姿
絵
屛
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「
「
像
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に
つ
い
て

三
七

「
三
味
線
「
女
は
鹿
子
絞
り
「
間
着
「
立
兵
庫
「
女
は
鹿
子
絞
り
「
帯
「
「
全
体
に
鹿

子
絞
り
が
多
い
こ
「
が
指
摘
さ
れ
る
。

対
し
て
左
扇
に
は
「
菊
「
花
束
を
左
手
に
持
ち
「
右
手
で
結
び
文
を
手
渡
そ
う
「
す

る
少
女
「
「
そ
れ
に
応
え
て
振
り
向
く
若
衆
「
二
人
「
み
が
描
か
れ
る
。
少
女
は
「
雲

取
模
様
「
紺
地
「
小
袖
に
「
紅
「
名
古
屋
帯
を
結
び
「
前
髪
を
眉
で
「
り
揃
え
た
髪
型

で
あ
る「
「
「
「
そ
れ
ぞ
れ
「
結
び
文
「
少
女
「
「
「
若
衆
「
「
「
称
す
る
。
挿
図
1
「。
若
衆

は
「
左
脚
を
一
歩
踏
み
出
し
た
「
こ
ろ
で
振
り
向
き
「
左
手
「
指
先
を
少
し
出
し
て
小

袖
「
袖
口
を
つ
か
み
「
右
手
は
畳
ん
だ
扇
を
摘
ま
ん
で
垂
ら
す
「
い
う
独
特
「
所
「
を

「
る
。
頭
頂
部
「
み
を
剃
っ
た
中
剃
り
に
「
若
さ
「
象
徴
で
あ
る
前
髪
を
立
ち
上
げ
「

黒
地
に
黄
・
白
・
赤
・
緑
「
七
つ
「
な
い
し
は
「
つ
「
点
を
小
花
状
に
し
た
小
紋
を
横

縞
状
に
配
し
た
粋
な
小
袖
を
身
に
つ
け
る
。
腰
に
は
金
蒔
絵
「
印
籠
「
袋
物
を
「
げ
「

紅
・
藍
・
白
「
染
め
分
け
し
た
華
や
か
な
色
合
い
「
細
帯
に
「
「
・
脇
差
「
い
わ
ゆ
る

大
小
を
二
「
差
し
「
す
る「
図
2
「。
通
常
「
「
拵
「
脇
差
拵
「
外
装
は
揃
い
「
す
る
「

こ
ろ
「
鐔
「
形
も
拵
「
塗
り
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
「
「
拵
は
金
「
角
鐔
に
金き

ん

霰あ
ら
れ

鮫さ
め

皮が
わ

「
青せ

い

漆し
つ

塗ぬ
り

を
片
身
替
わ
り
「
し
た
鞘
「
脇
差
拵
は
金
「
「
「
形
「
鐔
に
青せ

い

漆し
つ

海え

老び

巻ま
き

鞘さ
や

で
あ
る
。
「さ

げ
お緒

も
「
「
拵
は
紅
「
白
「
染
め
分
け
「
脇
差
拵
は
紅
で
あ
り
「

黒
や
茶
が
多
い
男
性
「
「
緒
「
し
て
は
派
手
な
印
象
が
あ
る
。
衣
服
に
比
べ
れ
ば
「
「

装
「
描
写
は
「
り
わ
け
入
念
で
「
「
拵
「
金
霰
鮫
皮
お
よ
び
脇
指
拵
「
海
老
巻
は
胡
粉

盛
り
上
げ
を
し
「
立
体
感
を
持
た
せ
た
上
に
彩
色
を
施
し
て
あ
る
。
ま
た
鐔
も
よ
く
見

れ
ば
「
金
地
に
鑢や

す
り
め目

「
思
し
き
朱
「
斜
線
が
細
か
く
引
か
れ
て
い
る
。

六
人
「
小
袖
「
う
ち
「
文
を
持
つ
女
「
結
び
文
「
少
女
「
小
袖
「
み
袖
に
振
り
が
つ

き
「
結
び
文
「
少
女
は
も
ち
ろ
ん
「
こ
「
「
文
を
持
つ
女
も
年
若
い
こ
「
が
わ
か
る
。

全
体
に
小
袖
「
身
幅
は
広
く
「
ま
た
身
幅
に
比
べ
袖
幅
が
小
さ
い
た
め
「
腕
が
肘
「
辺

り
ま
で
出
て
「
ま
た
裾
廻
り
は
広
く
波
打
つ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
帯
は
す
べ

「
5
「

挿図1　画中人物略名称

若衆

結び文の少女

文を持つ女

三味線の女

立兵庫の女
葵紋小袖の女



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

三
「

て
細
い
。
六
人
「
う
ち
小
袖
「
襟え

り
さ
き先

が
確
認
で
き
る
葵
紋
小
袖
「
女
「
文
を
持
つ
女
「

若
衆
「
小
袖
は
「
い
ず
れ
も
膝
「
辺
り
に
襟
先
が
あ
り
「
後
世
「
小
袖
に
比
べ
「
立た

て
づ
ま褄

が
短
い
。
こ
う
し
た
特
徴
は
「
桃
「
小
袖
「
名
残
を
留
め
て
い
る
一
方
で
「
総
鹿
子
絞

り
や
蔓
草
文
様
「
多
用
な
ど
か
ら
「
「
図
「
服
飾
表
現
は
寛
永
期「
一
六
二
四
〜
四
四
「

「
特
徴
を
示
す
「
「
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
若
衆
「
結
び
文
「
少
女
「
小
袖
「
意
匠
が
「

国
宝
「
風
俗
図「
彦
根
屛
風
「「「
滋
賀
・
彦
根
城
博
物
館
蔵
「
「
「
「「
彦
根
屛
風
「
「
「
称
す
る
「

に
登
場
す
る
「
「
人
「
男
女
「
う
ち
「
双
六
を
打
つ
男
性
「
小
袖
「
そ
「
隣
に
座
る
女

性
「
小
袖
に
近
似
す
る
こ
「
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

視
点
を
引
い
て
両
扇
「
二
つ
「
図
を
見
渡
す
「
「
振
り
向
い
た
若
衆
「
目
線
は
「
結

び
文
「
少
女
で
は
な
く
「
右
扇
「
葵
紋
小
袖
「
女
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
「
が
わ
か

る
。
二
人
は
ち
ょ
う
ど
同
じ
目
線
「
高
さ
に
配
置
さ
れ
て
お
り
「
別
々
「
場
面
を
描
き

な
が
ら
も
「
二
人
が
互
い
に
思
い
を
交
わ
し
合
う
相
手
「
な
る
こ
「
を
鑑
賞
者
に
暗
示

す
る
よ
う
な
構
成
「
な
っ
て
い
る
「
で
あ
る
。
二
つ
「
図
に
共
通
す
る
「
は
「
男
女
「

間
で
寄
せ
る
思
い
を
込
め
た
「
思
わ
れ
る
文
「
や
り
「
り
で
あ
る
こ
「
か
ら
「
「
図
「

主
題
は
寛
永
期
に
流
行
し
た
「
文
使
い
「
で
あ
り
「
ま
た
人
物
「
描
写
に
主
眼
を
お
い

た
遊
楽
人
物
図
「
優
品
「
み
な
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
「
「
図
に
お
い
て
は
「「
文
使

い
「
「
い
っ
て
も
「
男
女
「
も
に
文
を
渡
さ
れ
る
側
で
あ
り
「
ど
ち
ら
か
ら
先
に
文
を

渡
し
た
か
は
絵
か
ら
は
判
然
「
し
な
い
こ
「
を
「
こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

六
人
は
「
白
や
茶
「
革
「
思
わ
れ
る
足
袋
を
つ
け
「
草
履
を
履
く
こ
「
か
ら
「
野
外

「
情
景
「
わ
か
る
が
「
背
景
に
は
わ
ず
か
に
金
泥
が
掃
か
れ
る
「
み
で
あ
る
。
人
物
「

姿
は
「
画
面
に
対
し
て
比
較
的
大
き
く
捉
え
ら
れ
「
ま
た
無
背
景
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「

人
物
そ
「
も
「
「
姿
態
や
衣
装
「
美
し
さ
が
際
立
つ
。
こ
「
た
め
「
「
図
「
同
様
「
無

背
景
「
金
地
に
「
「
人
「
男
女
を
配
置
し
「
遊
里
「
情
景
を
描
い
た
寛
永
期
「
風
俗
画

「
優
品
「
さ
れ
る
「
彦
根
屛
風
「
「
比
較
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
「
が
多
い
。「
彦
根
屛

「
6
「

「
7
「

「
8
「

「
9
「

風
「
「
「
図
は
筆
者
を
同
じ
く
す
る
「
い
う
見
方
も
あ
る
が
「
高
精
細
画
像
で
細
部
「

表
現
を
比
較
し
た
「
こ
ろ
「
両
者
に
は
目
や
鹿
子
絞
り
「
表
現
や
モ
テ
ィ
ー
フ
「
輪
郭

線
な
ど
に
「
彩
色
工
程
や
技
法
だ
け
で
な
く
「
表
現
「
志
向
す
る
方
向
性
「
に
違
い
が

み
ら
れ
る
こ
「
が
江
村
知
子
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
「
そ
「
可
能
性
は
低
い
「

み
ら
れ
る
。

筆
者
に
つ
い
て
は
「
多
く
「
風
俗
画
「
同
様
「
無
款
で
あ
る
も
「
「
「
菅
沼
貞
三
氏

が
狩
野
「
信
筆
「
推
定
さ
れ
た
「
を
は
じ
め
「
「
図
「
人
物
表
現
が
重
要
文
化
財
「
遊

楽
図
屛
風「
相
応
寺
屛
風
「「「
徳
川
美
術
館
蔵
。
「
「
「「
相
応
寺
屛
風
「
「
「
称
す
る
「に
近
似

す
る
こ
「
を
指
摘
し
「
こ
れ
ら
が
同
一
工
房
も
し
く
は
同
一
筆
者
に
よ
っ
て
製
「
さ

れ
「
そ
「
絵
師
「
候
補
「
し
て
狩
野
「
信
を
挙
げ
る
黒
田
泰
三
氏
「
見
解
が
あ
る
。
ま

た
「
奥
平
俊
六
氏
は
「
図
「
「
相
応
寺
屛
風
「
に
強
い
類
縁
関
係
を
認
め
つ
つ
も
「
「

図
「
方
が
一
段
優
れ
て
い
る
「
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
現
段
階
で
は
「
筆
者
は
特
定
で
き

な
い
ま
で
も
狩
野
派
「
絵
師
「
す
る
こ
「
で
「
大
方
「
意
見
は
一
致
し
て
い
る
「
い
え

よ
う
。

修
理
報
告

「
図
は
「
大
正
四
年「
一
九
一
「
「「
二
月
に
仕
立
て
換
え
「
修
理
を
行
っ
た
記
録
が

あ
り
「
ま
た
近
年
で
は
平
成
二
「
四
年
度「
二
〇
一
二
「に
国
庫
補
助
金
に
よ
る
修
理
事

業
に
よ
り
「
「
格
的
な
保
存
修
理
を
行
っ
た
。
紙
「
著
色
「
「
紙
二
枚
を
金
箔
地
に
貼

り
込
み
「
周
囲
に
黒
繻
子
地
葵
紋
金
襴
「
裂
を
廻
ら
せ
た
二
曲
一
隻
屛
風
「
い
う
体
裁

は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
も
「
「
「
修
理
に
お
け
る
仕
様
や
変
更
箇
所
「
修
理
過
程
で
判

明
し
た
点
な
ど
を
次
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

修
理
前
は
全
体
が
汚
れ
「
擦
れ
や
虫
害
に
よ
っ
て
「
「
紙
料
紙
「
表
層
「
み
が
欠
失

し
て
い
る
箇
所
や
「
ま
た
「
紙
料
紙
に
破
れ
や
欠
失
が
確
認
さ
れ
た
。
過
去
「
補
修
箇

「
10
「

「
11
「

「
12
「

「
13
「

「
14
「



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

三
九

所
に
は
異
質
な
補
修
紙
「
使
用
が
あ
り
「
旧
補
修
紙
及
び
「
紙
に
後
補
「
思
わ
れ
る
補

彩
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
絵
具
層
に
剥
落
や
「
細
か
い
鱗
状
「
剥
離
が
多
数
あ
り
「
台

紙
よ
り
「
紙
が
糊
離
れ
し
て
い
る
箇
所
も
確
認
さ
れ
た
。

修
理
で
は
屛
風
装
を
解
体
し
「
肌
裏
紙
「
「
「
「
地
や
金
箔
押
し
台
紙
を
取
り
替

え
「
欠
失
箇
所
に
補
紙
を
施
し
「
絵
具
「
剥
落
止
め
等
「
処
置
を
行
っ
た
。
修
理
に
伴

う
紙
質
「
査
「
結
果
「
「
紙
は
雁
皮
で
あ
る
こ
「
が
判
明
し
た
。

修
理
前
「
縁
裂
は
黒
繻
子
地
葵
紋
金
襴
「
小
縁
裂
が
赤
地
畔あ

ぜ
お
り織

浪
文
錦
で
あ
っ
た

が
「
「
り
わ
け
縁
裂
は
鉄
媒
染
が
原
因
「
み
ら
れ
る
劣
化
が
進
行
し
て
粉
状
化
や
欠
失

等
「
損
傷
が
著
し
く
「
「
使
用
に
耐
え
ら
れ
る
状
態
で
は
な
い
こ
「
か
ら
「
小
縁
裂
「

「
も
に
新
調
す
る
こ
「
「
し
た
。
た
だ
し
「
葵
紋
「
縁
裂
は
「
品
「
「
来
を
物
語
る
貴

重
な
証
左
「
考
え
ら
れ
る
こ
「
か
ら
「
修
理
前
「
近
い
仕
様
で
復
元
新
調
し
「
ま
た
小

縁
裂
は
似
寄
り
「
白
茶
地
角
龍
文
金
襴
に
替
え
た
。
な
お
「
旧
縁
裂
で
は
上
「
左
右
で

家
紋
「
向
き
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
「
数
箇
所
で
裂
が
「
り
継
ぎ
使
用
さ
れ
て
い

た
が
「
協
議
「
結
果
「
修
復
後
は
屛
風
上
「
左
右
で
家
紋
を
正
体
し
て
用
い
る
こ
「
「

し
た
。
ま
た
「
襲
木
も
修
復
前
「
同
様
「
春
慶
塗
「
襲
木
を
新
調
し
た
が
「
飾
金
具
「

松
文
彫
隅
金
物
「
梅
花
形
鋲
「
屛
風
裏
面
「
桐
文
唐
紙
は
元
使
い
「
し
た
。

修
復
前
・
修
復
後
「
法
量
は
左
記
「
「
お
り
で
あ
る
。

修
復
前　

「
紙　

右
扇　
縦
七
二
・
二
糎　

横
七
「
・
四
糎

　
　
　
　
　
　
　

左
扇　
縦
七
二
・
三
糎　

横
七
「
・
二
糎

　
　
　
　

総
高
九
四
・
四
糎　

各
扇
総
幅
九
〇
・
六
糎

修
復
後　

「
紙　

右
扇　
縦
七
二
・
二
糎　

横
七
「
・
四
糎

　
　
　
　
　
　
　

左
扇　
縦
七
二
・
三
糎　

横
七
「
・
二
糎

　
　
　
　

総
高
九
四
・
六
糎　

各
扇
総
幅
九
〇
・
「
糎

伝
来「

図
「
「
来
に
つ
い
て
は
「
尾
張
家
初
代
「
直
「
生
母
・
相
応
院「
一
「
七
六
〜

一
六
四
二
「「
遺
愛
品
「
説
が
唱
え
ら
れ
た
こ
「
が
あ
っ
た
が
「
高
橋
敦
子
氏
が
江
戸
時

代
後
期
に
成
立
し
た
「
み
ら
れ
る
尾
張
家
「
蔵
帳
「
御
側
御
道
具
帳
「
「「
什
器
旧
原
簿

第
三
号
「を
「
証
・
紹
介
さ
れ
た
上
で
「
相
応
院
「
遺
愛
品
説
に
は
根
拠
は
な
く
「
記

録
「
し
て
「
上
限
は
天
保
「
四
年「
一
「
四
三
「で
あ
る
こ
「
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

「
稿
で
は
「
御
側
御
道
具
帳
「
「
「
記
録
「
確
認
も
含
め
て
「
「
証
し
「
補
足
を
加
え

て
お
く
こ
「
「
し
た
い
。

「
図
は
「「
御
側
御
道
具
帳
「
「
「
う
ち
「
御
「
丸
納
御
屛
風
「
「
項
「
「
番
目
に

次
「
よ
う
に
記
載
さ
れ
る「
挿
図
2
「。

　

①
　
御
側
江
上
ル
　
天
保
十
四
年
夘
七
月
　
磯
野
主
膳
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

箱
入

八　

一　

貮
枚
折
御
屛
風 「
高
三
尺
壱
寸
壱
分
／
巾
三
尺
弐
分
「 

片

　

同
断
　

廿
弐
番
江
組
入

　
　

名
天
廿　
「
多
平
「
姿
繪
大
縁
黒
繻
子
御
紋
金
入
小
縁
赤
地

　
　
　

純
子
椽
春
慶
金
物
煮
黒
メ
若
松
毛
彫

「
15
「

「
16
「

挿図2　「御側御道具帳」五
本図該当箇所



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

四
〇

　
　

②
御
道
具
等
此
表
江
御
差
戻
之
節
此
御
品
御
長
持
江
納
り
兼
候
付

　
　
　

江
戸
表
江
御
残
シ
相
成
候
旨
申
来
候
事

　
　

③
慶
應
三
年
夘
八
月
／
江
戸
ゟ
来
ル
曰
九
月
／
御
本
丸
江
相
納
哉

 

「
ゴ
シ
ッ
ク
は
朱
「
を
示
す
「
数
「
は
筆
者
に
よ
る
「

こ
「
記
録
に
よ
り
「
「
図
は
遅
く
「
も
江
戸
時
代
後
期
に
は
二
曲
一
隻
屛
風
「
形
式

で
「
法
量
は
総
縦
三
尺
壱
寸
一
分「
九
四
・
二
糎
「「
各
扇
総
幅
三
尺
弐
分「
九
一
・
「
糎
「

で
「
表
具
「
も
に
修
復
を
経
た
現
状
「
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
体
裁
を
「
っ
て
お
り
「
ま
た

「
「
多
平
「
姿
絵
「
「
名
が
冠
せ
ら
れ
て
い
た
こ
「
が
確
認
さ
れ
る
。

小
さ
く
書
き
込
ま
れ
た
朱
「
は
「
「
図
「
取
り
扱
い
に
伴
う
記
録
で
あ
る
。
朱
「
①

に
み
え
る
「
磯
野
主
膳
「
は
「
尾
張
家
「
二
代
斉な

り

荘た
か「

一
「
一
〇
〜
四
「
「「
「
御
小
納

戸
役
「
を
務
め
た
江
戸
詰
め
「
尾
張
藩
士
で
あ
る
。
天
保
「
四
年
七
月
は
「
同
「
年
に

尾
張
家
「
家
督
を
継
い
だ
ば
か
り
「
斉
荘
が
「
折
し
も
尾
張
へ
初
入
国
を
果
た
し
た
時

期
に
当
た
る
。「
尾
州
御
小
納
戸
日
記
「「
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「に
は
「
七
月
「
一
日
に

名
古
屋
城
「
丸
内
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
「
「
久
手
「
篠
古
陣
之
図
「
を
は
じ
め
「
す
る

屛
風
を
斉
荘
が
展
覧
し
た
「
こ
ろ
「
新
し
い
虫
損
が
あ
っ
た
た
め
残
念
に
思
い
「
毎
年

二
双
ず
つ
繕
い
を
施
す
よ
う
指
示
を
出
し
た
こ
「
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
日
記
「
な
か

に
「
「
図
「
記
事
は
な
い
も
「
「
「
こ
「
「
き
「
図
が
斉
荘
「
目
に
留
ま
り
「
そ
「

「
御
側
「
す
な
わ
ち
私
的
所
有
を
意
味
す
る
「
御
側
御
道
具
「
「
し
て
磯
野
主
膳
「
取

り
扱
い
に
よ
っ
て
江
戸
へ
移
管
さ
れ
た
「
考
え
ら
れ
る
。

続
く
朱
「
②
は
「
年
号
「
記
載
は
な
い
も
「
「
「
お
そ
ら
く
斉
荘
が
逝
去
し
た
弘
化

二
年「
一
「
四
「
「後
「
こ
「
で
あ
ろ
う
。
斉
荘
「
「
御
側
「
「
し
て
江
戸
へ
移
さ
れ
た

「
図
が
「
斉
荘
「
「
御
側
「
か
ら
「
江
戸
表
「「
尾
張
家
「
江
戸
「
役
所
「へ
戻
さ
れ
「
さ

「
17
「

ら
に
江
戸
か
ら
国
許
「
尾
張
へ
戻
そ
う
「
し
た
が
「
「
持
に
納
ま
り
き
ら
な
か
っ
た
た

め
「
そ
「
ま
ま
江
戸
に
留
め
置
い
た
「
理
解
さ
れ
る
。

ま
た
朱
「
③
か
ら
は
「
慶
応
三
年「
一
「
六
七
「「
月
に
な
っ
て
江
戸
か
ら
尾
張
に
戻

さ
れ
「
九
月
に
な
っ
て
元
「
「
御
「
丸
納
御
屛
風
「
「
一
つ
「
し
て
名
古
屋
城
「
丸
内

に
収
蔵
さ
れ
た
「
み
ら
れ
て
い
た
こ
「
が
わ
か
る
。

し
か
し
「
い
ず
れ
「
朱
「
も
後
世
「
追
記
に
す
ぎ
な
い
。「
天
保
「
四
年
「
が
記
録

「
一
応
「
上
限
で
は
あ
る
が
「「
御
側
御
道
具
帳
「
そ
「
も
「
は
先
々
代
「
「
代
斉な

り

朝「
も

「
一
七
九
三
〜
一
「
「
〇
「「
代
に
ま
「
め
ら
れ
た
「
考
え
ら
れ
る
こ
「
か
ら
「
斉
朝
「
在

職
期「
一
「
〇
〇
〜
二
七
「に
は
「
尾
張
家
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
「
み
な
す
こ
「
が
で
き

よ
う
。

管
見
「
限
り
で
は
「
図
「
こ
れ
「
前
「
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
徳
川
美
術
館
に

は
「
近
世
初
期
風
俗
画
「
優
品
「
歌
舞
伎
図
巻
「・「
相
応
寺
屛
風
「
が
所
蔵
さ
れ
る

が
「
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
に
尾
張
家
に
「
来
し
た
こ
「
が
確
認
さ
れ
る
も
「
「
「
製
「

当
初
ま
で
来
歴
を
遡
る
こ
「
は
で
き
な
い
。
「
来
し
た
家
「
名
を
冠
し
て
「
松
浦
屛
風
「

「
通
称
さ
れ
て
き
た
国
宝
「
婦
女
遊
楽
図
屛
風
「「
奈
良
・
大
和
文
華
館
蔵
「「
「
同
じ
く

「
彦
根
屛
風
「
「
風
俗
画
二
件
が
「
江
戸
時
代
初
期
で
は
な
く
「
幕
末
に
な
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
平
戸
松
浦
家
「
彦
根
井
伊
家
に
入
っ
た
こ
「
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
尾
張

家
で
も
「
江
戸
御
小
納
戸
御
日
記
「「
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
「「
寛
政
四
年「
一
七
九
二
「七

月
「
「
日
条
に
当
時
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
「
上
杉
越
前
守
「
す
な
わ
ち
米
沢
上
杉
家
九

代
治
憲「
鷹
「
「か
ら
「
風
俗
画
「
思
わ
れ
る
「
屛
風　

一
双　

浮
世
画
「
が
『
群
書
治

要
』
「
返
礼
「
し
て
尾
張
家
九
代
宗
睦
に
贈
ら
れ
た
記
録
が
あ
る
。
こ
「
「
浮
世
画
「

は
「
一
双
「
で
あ
る
こ
「
か
ら
「
「
図
に
は
該
当
し
な
い
が
「
風
俗
画
「
例
に
限
ら

ず
「
室
内
調
度
品
で
あ
る
屛
風
は
「
購
入
や
贈
答
「
形
見
分
け
に
よ
っ
て
入
手
さ
れ
る

例
が
意
外
に
多
い
。
現
段
階
で
は
「
尾
張
家
に
「
来
し
た
こ
「
を
理
由
に
「
尾
張
家
で

「
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「
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「
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「
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「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

四
一

発
注
・
製
「
さ
れ
た
「
は
必
ず
し
も
言
い
「
れ
な
い
こ
「
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

二　

像
主
を
め
ぐ
る
先
行
研
究

「
図
は
「
前
章
で
確
認
し
た
通
り
「
江
戸
時
代
後
期
に
は
す
で
に
「
御
側
御
道
具

帳
「
に
「
「
多
平
「
姿
絵
「
「
記
載
さ
れ
て
い
た
。「
平
「
「
は
正
し
く
は
「
平
「
郎
「

で
「
「
多
平
「
郎
は
「
多
忠
勝
家
系
「
嫡
男
が
名
乗
る
通
称
で
あ
る
。
な
か
で
も
徳
川

家
康
「
四
天
王
「
一
人
で
「
「
多
忠
刻
「
祖
父
に
当
た
る
「
多
平
「
郎
忠
勝「
一
「
四
「

〜
一
六
一
〇
「が
有
名
で
あ
る
。
大
正
「
年「
一
九
一
六
「「
『
國
華
』
第
三
〇
「
号
で
は
「

「
徳
川
家
康
「
配
「
に
剛
勇
無
双
「
誉
高
き
「
多
平
「
郎
な
り
「
称
す
れ
ど
も
「
こ
れ

を
史
傳
に
徴
す
る
に
「
未
だ
據
に
首
肯
し
得
ざ
る
も
「
あ
り
。「
「
「
平
「
郎
を
「
多

忠
勝
「
解
釈
し
「
「
「
に
疑
問
を
発
し
て
い
る
。
そ
し
て
葵
紋
小
袖
「
女
に
つ
い
て
は

「
其
「
衣
服
に
三
つ
葉
「
紋
章
を
付
け
「
態
度
「
寛
裕
尊
貴
な
る
に
観
れ
ば
「
徳
川
家

「
姫
君
を
表
は
し
た
る
に
あ
ら
ざ
る
か
「
「
「
千
姫
「
は
断
定
し
て
い
な
い
。

こ
「
後
「
昭
和
三
年「
一
九
二
「
「に
い
た
っ
て
「
田
中
喜
「
氏
に
よ
り
「
像
主
は
次

「
よ
う
に
推
定
さ
れ
た
。

由
来
「
多
家
に
は
平
「
郎
を
称
し
た
も
「
は
「
忠
勝
一
人
で
は
な
く
「
忠
勝
「

孫
「
中
務
大
輔
忠
刻
も
亦
平
「
郎
を
称
し
た
「
で
あ
る
か
ら
「
若
し
「
図
に

よ
っ
て
千
姫
を
想
像
す
る
「
す
れ
ば
「
そ
「
相
手
役
は
寛
永
三
年
「
月
七
日
に
「

三
「
一
歳
で
病
歿
し
た
忠
刻
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
こ
に
お
い
て
「
「
図
「
名
称
に
あ
る
「
「
多
平
「
「
は
「
多
忠
刻
「
こ
「
で
あ
り
「

一
方
「
葵
紋
「
女
が
千
姫
で
あ
る
可
能
性
が
初
め
て
そ
ろ
っ
て
指
摘
さ
れ
「
「
降
こ
「

説
が
定
着
し
た
「
さ
れ
る
。
し
か
し
「
田
中
氏
が
同
論
文
中
に
「「
要
す
る
に
何
等
「
確

證
が
あ
る
わ
け
で
な
く
「
「
圖
「
圖
様
を
浪
曼
化
せ
ん
「
す
る
鑑
賞
的
遊
戯
「
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
「
「
説
い
て
い
る
よ
う
に
「
二
人
「
男
女
を
「
多
忠
刻
「
千
姫
「
す
る
こ

「
は
「
浪
曼「
漫
「化
「
す
な
わ
ち
見
立
て
で
あ
り
「
「
降
「
こ
う
し
た
否
定
的
な
見
方

が
主
流
「
な
る
。
た
「
え
ば
「
中
村
孝
也
氏
は
昭
和
四
「
一
年
「
『
千
姫
眞
實
傳
』
に

お
い
て
「
美
術
価
値
「
高
い
「
「
は
別
に
し
て
「
描
か
れ
た
人
物
は
「
い
ず
れ
も
頽
廃

気
分
「
た
だ
よ
う
市
井
「
庶
民
で
あ
り
「
戦
場
「
勇
士
「
奥
殿
「
貴
女
「
し
て
は
扱
わ

れ
て
い
な
い
。
徳
川
氏
に
対
し
て
い
だ
け
る
反
感
が
「
こ
こ
に
鬱
憤
「
捌
け
口
を
求
め

た
「
で
あ
る
「
「
述
べ
ら
れ
「
描
か
れ
た
「
は
市
井
「
庶
民
「
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「

武
田
恒
夫
氏
は
『
日
「
屛
風
絵
集
成
』
に
お
い
て
「
三
つ
葉
葵
「
紋
か
ら
「
こ
れ
を
千

姫
「
彼
方
「
若
衆
を
「
多
平
「
郎
「
見
立
て
る
俗
説
が
古
く
か
ら
あ
る
が
「
「
信
筆
「

花
「
遊
楽
図
同
様
「
時
世
粧
を
追
っ
た
遊
楽
図
「
み
て
よ
く
「
寛
永
期
流
行
「
文
使
い

図
「
一
つ
「
み
な
さ
れ
る
「
「
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
「
よ
う
に
「
「
図
は
江
戸
時
代

か
ら
「
「
多
平
「「
郎
「「
「
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
「
「
「
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
「
で

あ
り
「
「
多
忠
刻
「
千
姫
「
二
人
「
ロ
マ
ン
ス
に
仮
託
し
た
付
会
に
す
ぎ
な
い
「
さ
れ

て
き
た
。

「
「
多
平
「
郎
「
「
名
称
を
「
俗
説
も
し
く
は
付
会
「
す
る
説
「
根
拠
は
「
「
図
「

風
俗
表
現
に
あ
ろ
う
。
右
扇
「
立
兵
庫
「
女
「
髪
型
は
「
唐か

ら
わ
ま
げ

輪
髷
「
「
も
に
歌
舞
伎
や

遊
女
「
間
で
広
ま
っ
た
「
さ
れ
る
髪
型
で
あ
る
。
ま
た
三
味
線
は
「
「
ち
に
大
名
家

で
も
箏
・
胡
弓
「
並
び
「「
三
曲
「
「
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
楽
器
「
な
る
が
「
江
戸
時

代
初
期
に
は
「
遊
女
に
張
見
世
式
「
歌
舞
を
舞
台
で
演
じ
さ
せ
る
遊
女
歌
舞
伎
に
お
い

て
伴
奏
「
楽
器
「
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
「
か
ら
「
女
性
「
三
味
線
「
組
み
合
わ
せ

は
遊
女
歌
舞
伎
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
し
て
喫
煙
具
は
「
こ
れ
も
ま
た
後
に
大
名
婚
礼
調

度
「
一
つ
に
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
「『
慶
「
日
記
』
慶
「
「
四
年
四
月
条
に
は

荊い
ば
ら
ぐ
み組

・
皮
袴
組
な
ど
「
い
わ
ゆ
る
か
ぶ
き
者
が
横
行
し
「「
き
せ
る
を
大
に
し
て
「
腰

に
さ
し
て
人
に
も
た
せ
「
「
あ
る
よ
う
に
「
喫
煙
を
通
じ
て
徒
党
を
な
し
た
「
し
て
「

「
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「
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「
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「
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「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

四
二

束
さ
れ
た
こ
「
が
知
ら
れ
る
。
い
わ
ば
「
煙
管
は
か
ぶ
き
者
「
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で

あ
っ
た
。

さ
ら
に
左
扇
「
若
衆
「
小
袖
は
「
先
述
し
た
よ
う
に
「「
彦
根
屛
風
「
に
登
場
す
る

一
人
「
男
性
「
小
袖
に
近
い
意
匠
で
あ
り
「
当
時
「
流
行
を
思
わ
せ
る
が
「
か
た
や

「
彦
根
屛
風
「
は
遊
里
「
情
景
を
描
い
た
「
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
腰
に
差
し
た

「
や
脇
指
「
斬
新
な
塗
「
鞘
や
鐔
は
「
寛
永
「
年「
一
六
三
三
「九
月
「
「
日
に
出
さ
れ

た
尾
張
家
「
家
中
定
書
に
「「
一　

「
脇
指
之
鞘
朱
青
漆
黄
漆
白
檀
大
鍔
角
鍔
停
止
之

事
「
「
し
て
「
か
ぶ
き
者
「
象
徴
「
さ
れ
る
大
「
・
大
脇
指
や
大
額
・
大
剃
り
「
げ
な

ど
「
「
も
に
禁
止
「
対
象
「
さ
れ
て
お
り
「
当
時
「
規
制
「
対
象
「
な
る
よ
う
な
傾か

ぶ

い

た
風
俗
だ
っ
た
こ
「
が
窺
え
る
。
若
衆
「
扇
を
片
手
に
つ
ま
ん
で
垂
ら
す
ポ
ー
ズ
も
ま

た
「
女
歌
舞
伎
を
描
い
た
「
歌
舞
伎
図
巻
「
や
「
彦
根
屛
風
「
に
同
様
「
ポ
ー
ズ
を
見

出
す
こ
「
が
で
き
「
か
ぶ
き
者
特
有
「
仕
種
「
い
え
る
。

こ
「
よ
う
に
「
図
に
は
遊
女
「
か
ぶ
き
者
を
思
わ
せ
る
卑
俗
的
な
要
素
が
多
分
に
あ

り
「
多
く
「
遊
楽
人
物
図
で
描
か
れ
る
対
象
が
遊
女
で
あ
る
こ
「
か
ら
も
「
若
衆
を
「

多
忠
刻
「
葵
紋
小
袖
「
女
を
千
姫
「
す
る
「
「
は
あ
く
ま
で
「
「
「
し
て
「
二
人
「
ロ

マ
ン
ス
に
仮
託
し
た
付
会
に
す
ぎ
な
い
「
い
う
見
解
が
生
ま
れ
た
「
だ
「
思
わ
れ
る
。

一
方
で
「
小
袖
「
葵
紋
を
根
拠
「
し
て
「
葵
紋
小
袖
「
女
を
千
姫
「
若
衆
を
「
多
忠

刻
「
み
る
菅
沼
貞
三
氏
を
は
じ
め
「
千
姫
「
特
定
し
な
い
ま
で
も
「
徳
川
家
「
女
性
「

も
し
く
は
相
応
「
貴
顕
「
女
性
「
み
る
見
解
も
根
強
く
残
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
小
林

忠
氏
は
「
「
図
を
含
め
「
画
中
に
葵
紋
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
風
俗
画
に
つ
い
て
「
空
想
を

た
く
ま
し
く
す
れ
ば
「
江
戸
時
代
初
期
「
高
貴
「
婦
人
た
ち
「
間
で
「
み
ず
か
ら
を
風

俗
画
中
「
主
役
人
物
に
置
き
据
え
「
身
近
に
そ
れ
を
鑑
賞
す
る
楽
し
み
が
流
行
し
た
「

か
も
し
れ
な
い
「
「
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
「
ほ
か
「
高
橋
敦
子
氏
が
葵
紋
「
標
章
性

を
積
極
的
に
認
め
「
「
図
「
像
主
「
み
な
ら
ず
「
発
注
者
も
含
め
て
「
葵
紋
「
使
用
が

可
能
な
家
が
な
ん
ら
か
「
形
で
関
わ
っ
た
「
す
る
見
解
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。

三　

本
図
の
風
俗
表
現

前
章
で
み
た
よ
う
に
「
「
図
を
め
ぐ
る
像
主
問
題
で
は
「
遊
女
や
か
ぶ
き
者
を
思
わ

せ
る
立
兵
庫
や
煙
草
「
い
っ
た
卑
俗
的
な
要
素
「
も
し
く
は
徳
川
一
門
「
紋
章
で
あ
る

葵
紋
「
そ
「
ど
ち
ら
に
重
点
を
置
く
か
に
よ
っ
て
「
像
主
問
題
が
左
右
さ
れ
て
き
た
「

い
え
る
。
こ
こ
で
は
「
ま
ず
「
図
「
人
物
表
現
を
詳
細
に
確
認
し
「
六
人
「
男
女
が
ど

「
よ
う
な
年
齢
「
社
会
的
身
分
を
想
定
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
を
「
「
し
て
み
た
い
。

「
図
「
人
物
描
写
「
な
か
で
も
目
元
「
表
現
は
「
り
わ
け
入
念
で
あ
り
「
目
は
薄
墨

で
輪
郭
を
「
っ
た
後
「
濃
墨
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
入
れ
て
お
り
「
瞳
は
や
や
「
寄
り
「
位

置
に
描
き
込
む
特
徴
が
あ
る「
図
5
〜
14
「。
若
衆
「
結
び
文
「
少
女
は
二
重
瞼
を
あ
ら

わ
す
墨
線
が
淡
墨
で
引
か
れ
「
ま
た
若
衆
「
三
味
線
「
女
は
眼
孔
に
薄
紅
が
入
れ
ら
れ

る
「
に
対
し「
図
13
・
14
「「
立
兵
庫
「
女
は
目
「
上
に
う
っ
す
ら
「
薄
墨
で
「
加
齢
に

よ
る
「
み
ら
れ
る
眼
孔
「
く
ぼ
み
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る「
図
12
「。
つ
ま
り
「
立
兵
庫

「
女
は
他
「
女
性
た
ち
に
く
ら
べ
年
嵩
で
あ
る
こ
「
を
示
し
て
お
り
「
年
齢
に
よ
る
描

き
分
け
が
さ
れ
て
い
る
こ
「
が
わ
か
る
。

口
元
「
表
現
で
は
「
右
扇
「
四
人
「
唇
は
紅
を
差
し
て
い
る
「
か
「
鮮
や
か
な
赤
で

あ
る
「
に
対
し「
図
15
「「
左
扇
「
若
衆「
図
16
「「
結
び
文
「
少
女
「
唇
は
自
然
「
ま
ま

「
色
を
意
識
し
た
「
か
「
や
や
く
す
ん
だ
赤
「
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
六
人
「
も
す

べ
て
口
元
か
ら
覗
く
前
歯
は
黒
く
塗
ら
れ
「お
歯
黒
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
彦

根
屛
風
「
「
比
較
し
て
み
る
「
「「
彦
根
屛
風
「
で
は
女
性
「
口
元
に
は
「
両
唇
「
境

に
お
歯
黒
を
思
わ
せ
る
太
い
墨
線
が
引
か
れ
る
も
「
「
「
歯
先
は
白
く
歯
列
を
あ
ら
わ

す
描
き
込
み
が
あ
る「
図
17
「。
男
性
に
い
た
っ
て
は
「
太
い
墨
線
は
な
く
「
す
べ
て
白

「
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「
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「
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「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

四
三

歯
で
あ
り「
図
18
「「
「
図
に
お
い
て
は
「
た
ま
た
ま
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
「

い
う
「
で
は
な
く
「
歯
は
意
図
的
に
黒
く
描
い
て
い
る
「
み
な
さ
れ
る
。

な
か
で
も
注
目
し
た
い
「
は
「
女
性
「
眉
「
表
現
で
あ
る
。
右
扇
「
四
人
「
う
ち
「

文
を
持
つ
女
「
み
三
日
月
型
「
眉
が
描
か
れ
「
ほ
か
「
三
人
に
は
眉
が
な
い
。
さ
ら
に

は
よ
く
見
る
「
「
葵
紋
小
袖
「
女
「
み
額
に
描
眉
「
し
て
小
さ
な
黒
点
が
二
つ
置
か
れ

て
い
る「
図
3
「。
こ
「
黒
点
は
目
視
で
も
確
認
で
き
る
が
「
高
精
細
画
像
で
み
る
「
「

汚
れ
な
ど
で
は
な
く
「
意
識
的
に
目
「
上
に
二
つ
置
か
れ
て
い
る
こ
「
が
は
っ
き
り
「

確
認
で
き
る
。
一
方
「「
彦
根
屛
風
「
で
は
「
眉
を
落
「
し
た
者
は
な
く
「
す
べ
て
「
女

性
に
地
毛
「
み
ら
れ
る
眉
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
相
応
寺
屛
風
「
左
隻
「
妓
楼
内

「
女
性
た
ち
は
「
老
婆
を
除
い
て
「
す
べ
て
に
眉
が
あ
る
一
方
「
右
隻
「
市
中
「
町
屋

「
女
性
に
は
眉
が
な
い
者
が
見
受
け
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
に
は
お
歯
黒
や
眉
化
粧
は
年
齢
や
未
婚
・
既
婚
「
区
別
「
階
級
な
ど
を
あ

ら
わ
す
身
分
標
識
で
あ
っ
た
。
歯
黒
染
を
し
「
眉
を
剃
る
こ
「
は
「
い
ず
れ
も
成
人
「

証
し
で
あ
る
が
「
時
代
や
身
分
・
地
域
に
よ
っ
て
「
そ
れ
を
い
つ
行
う
か
に
は
違
い
が

あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
「
史
料
だ
が
「
喜
多
川
守
貞
『
守
貞
謾
稿
』
巻
之
「
「
女
扮　

歯
黒
「
に
「
女
性
「
歯
黒
染
「
眉
剃
り
「
曲「
髷
「に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

「
で
「
次
に
要
約
し
て
み
た
い
。

民
間
に
お
い
て
女
性
は
歯
黒
染
を
し
て
嫁
ぐ
慣
わ
し
だ
が
「
江
戸
や
京
都
で
は
未
婚

で
も
歯
黒
染
を
行
う
者
が
多
い
。
京
坂
で
は
未
婚
・
既
婚
に
か
か
わ
ら
ず
二
「
一
「
二

歳
で
歯
黒
染
を
し
「
髪
は
島
田
髷
「
ま
ま
で
あ
る
。
江
戸
で
は
傾
城
も
同
様
に
島
田
髷

で
歯
を
染
め
る
。
京
坂
で
は
「
結
婚
後
「
妊
娠
し
て
「
ヶ
月
が
経
つ
「
「
大
体
「
者
が

髷
を
丸
髷
に
改
め
「
眉
を
剃
る
。
江
戸
で
は
「
未
婚
・
既
婚
に
か
か
わ
ら
ず
「
歯
黒
染

を
す
る
者
は
髪
は
丸
髷
「
し
て
眉
を
剃
る
。

し
か
し
「
武
家
「
場
合
は
「
婚
嫁
後
「
歯
を
染
め
て
髷
を
改
め
て
も
「
眉
を
剃
る
「

は
二
「
三
「
四
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
な
お
「
京
都
で
は
「
婚
嫁
後
「
妊
娠
し
な

く
「
も
二
「
一
「
二
歳
で
眉
を
剃
る
。
歯
黒
染
を
し
「
眉
を
剃
る
こ
「
を
京
坂
で
は

「
顔
を
直
す
「
「
い
う
「
に
対
し
「
江
戸
で
は
「
元
服
「
す
る
「
い
い
「
さ
ら
に
歯
黒

染
だ
け
で
「
眉
を
剃
っ
て
い
な
い
状
態
を
「
半
元
服
「
「
い
う
。
加
え
て
武
家
「
媵よ

う

婢ひ

「
女
中
「は
夫
が
な
く
「
も「
結
婚
せ
ず
「
も
「「
大
体
「
六
「
七
歳
「
上
に
な
る
「
「
必
ず

歯
黒
染
を
し
「
眉
を
剃
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
「
京
坂
「
遊
女
は
芸
子
「
も
に
歯
黒
染
を

す
る
が
「
眉
を
剃
ら
な
い
。
年
「
「
い
え
ど
も
「
眉
は
剃
ら
ず
「
髷
も
改
め
ず
「
芸
子

は
「
一
「
二
歳
で
い
ち
早
く
歯
黒
染
を
行
う
こ
「
を
誇
り
「
し
た
「
い
う
。

冗
「
で
は
あ
る
が
「
眉
「
有
無
に
焦
点
を
絞
れ
ば
「
民
間
や
武
家
で
は
眉
を
剃
る
こ

「
で
「
元
服
「
す
な
わ
ち
成
人
「
み
な
さ
れ
た
が
「
遊
女
は
年
「
「
な
っ
て
も
眉
を
剃

ら
な
い
こ
「
が
わ
か
る
。
眉
「
有
無
は
「
い
わ
ば
遊
女
か
否
か
を
見
極
め
る
要
素
「
一

つ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
彦
根
屛
風
「
や
「
相
応
寺
屛
風
「
左
隻
「
女
性
は
す
べ

て
眉
が
あ
る
こ
「
か
ら
遊
女
「
判
断
さ
れ
る
。
翻
っ
て
「
「
図
右
扇
「
女
性
た
ち
は
「

文
を
持
つ
女
「
外
「
三
人
は
す
べ
て
眉
を
剃
っ
て
い
る
こ
「
か
ら
「
た
「
え
立
兵
庫
に

結
っ
て
い
た
「
し
て
も
「
少
な
く
「
も
遊
女
「
身
分
で
は
な
い
「
解
さ
れ
る
。

遡
っ
て
室
町
時
代
「
武
家
故
実
書
『
大

だ
い
じ
ょ
う
ろ
う

上
臈
御み

な
「
こ
「

名
事
』
に
は
「
武
家
女
性
「
化
粧
法

に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
「
書
に
よ
れ
ば
「
武
家
「
女
性
は
未
婚
・
既
婚
に
か
か
わ
ら

ず
「
九
歳
で
鉄か

ね漿「
お
歯
黒
「を
つ
け
た
「
い
う
。
「
「
「
六
歳
で
「
し
き
「
ま
ゆ
「
す

な
わ
ち
眉
を
剃
っ
て
描
眉
「
し
た
が
「「
げ
す「
「
衆
「は
ま
ゆ
つ
く
ら
ず
「
「
も
あ
り
「

眉
を
描
く
「
は
上
流
階
級
に
限
ら
れ
て
い
た
「
あ
る
。

武
家
に
お
い
て
「
お
歯
黒
を
つ
け
始
め
る
鉄か

ね
は
じ
め

漿
始
「
通
過
儀
礼
や
眉
を
剃
る
年
齢
は

次
第
に
上
が
っ
て
い
っ
た
「
み
え
「
越
前
松
平
家
「
六
代
慶
永「
春
嶽
「に
よ
る
『
幕
儀

参
考
』
に
よ
れ
ば
「
江
戸
時
代
「
将
軍
家
や
御
三
家
・
御
三
卿
・
諸
侯
「
娘
は
「
三
歳

頃
に
初
め
て
歯
黒
染
を
す
る
鉄
漿
始
を
経
て
「
半
元
服
「
「
し
「
ま
た
結
婚
後
「
懐
妊

「
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「

「
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「

「
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「
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「

「
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「



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

四
四

し
て
「
ヶ
月
目
に
行
う
着ち

ゃ
く
た
い帯

「
祝
儀
を
境
に
眉
を
剃
り
「
こ
こ
で
は
じ
め
て
「
「
元

服
「
「
み
な
さ
れ
「
懐
妊
「
機
会
が
な
い
場
合
に
は
二
「
一
「
二
歳
で
眉
を
剃
る
風
習

が
あ
っ
た
「
あ
る
。
眉
を
描
く
「
は
「
基
「
的
に
正
月
三
が
日
や
「
節
供
「
式
日「
朔

日
・
「
「
日
・
二
「
「
日
「「
い
わ
ゆ
る
晴
れ
「
日
で
あ
っ
た
。
実
際
「
尾
張
家
で
は
「

江
戸
時
代
初
期
「
頃
よ
り
『
幕
儀
参
考
』
に
示
さ
れ
た
年
齢
で
ほ
ぼ
違
わ
ず
「
各
種
「

通
過
儀
礼
が
行
わ
れ
て
お
り
「
将
軍
家
を
は
じ
め
他
「
大
名
家
に
お
い
て
も
「
同
様
に

行
わ
れ
て
い
た
「
考
え
ら
れ
る
。

歯
黒
染
や
眉
剃
り
「
年
齢
は
「
時
代
や
身
分
「
個
人
「
事
情
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

も
「
「
「
こ
う
し
た
視
点
で
右
扇
「
四
人
「
女
を
眺
め
て
み
る
「
「
葵
紋
小
袖
「
女
を

含
め
右
「
三
人
は
眉
を
剃
り
「
歯
を
黒
く
染
め
て
い
る
こ
「
か
ら
「
「
元
服
「「
左
「

文
を
持
つ
女
は
歯
「
み
黒
く
染
め
て
い
る
こ
「
か
ら
「
半
元
服
「
「
描
き
分
け
ら
れ
て

い
る
こ
「
が
わ
か
る
。
ま
た
小
袖
も
半
元
服
「
女
「
み
袖
に
振
り
が
つ
け
ら
れ
て
い
る

が
「
右
「
三
人
は
脇
を
留
め
た
い
わ
ゆ
る
留
袖
で
あ
る
。
武
家
で
は
女
性
は
着
帯
も
し

く
は
出
産
「
後
に
行
わ
れ
る
「
袖そ

で
「
め留

「
「
祝
い
「
後
「
も
し
く
は
相
応
「
年
齢
で
留
袖

「
な
っ
た
か
ら
「
右
「
三
人
は
や
は
り
「
「
元
服
「
し
た
成
人
女
性
を
描
い
た
「
み
て

矛
盾
は
な
い
。

さ
ら
に
葵
紋
小
袖
「
女
は
「
先
述
し
た
よ
う
に
一
人
だ
け
額
に
描
眉
を
し
て
い
る
こ

「
か
ら
「
な
か
で
も
高
い
身
分
で
あ
る
こ
「
が
見
て
取
れ
る
。
加
え
て
「
小
袖
に
散
ら

さ
れ
た
葵
紋
は
「
徳
川
家
康
「
葵
紋
散
ら
し
「
小
袖「
挿
図
3
「を
例
に
挙
げ
る
ま
で
も

な
く
「
徳
川
家
「
標
章
で
あ
る
。
慶
「
「
年
「
家
康
「
将
軍
宣
「
「
降
「
葵
紋
を
使
用

し
て
い
た
一
般
諸
氏
は
徳
川
家
に
遠
慮
し
て
別
「
紋
に
改
め
た
「
で
「
葵
紋
は
徳
川
家

「
独
占
「
な
り
「
一
門
「
外
「
使
用
を
禁
止
す
る
に
至
っ
た
「
い
い
「
す
で
に
多
く
「

指
摘
が
あ
る
よ
う
に
「
葵
紋
小
袖
「
女
は
徳
川
一
門
に
属
す
る
女
性
「
解
さ
れ
る
「
で

あ
る
。

「
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「

「
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「
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「

挿図3　徳川家康着用 浅葱地葵紋散辻ケ花染小袖

小
袖
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
葵
紋
に
注
目
す
れ
ば
「
江
戸
時
代
「
ご
く
初
頭
に
み
ら
れ
る

葵
紋
「
特
徴
を
示
し
て
い
る
こ
「
が
特
筆
さ
れ
る
。
葵
紋
に
は
「
絵
画
・
染
織
・
漆

工
・
金
工
「
分
野
を
問
わ
ず
共
通
し
た
時
代
様
式
「
変
遷
が
あ
り
「
製
「
年
代
を
判
定

す
る
一
つ
「
基
準
「
な
る
。
「
図
「
葵
紋
小
袖
に
散
ら
さ
れ
た
葵
紋
は
「
葵
「
葉
「
先

端
が
曲
線
を
描
い
た
形
状
を
「
り
「
葉
柄
が
細
く
「
い
。
ま
た
紋
「
縁
線
が
細
く
「
葉

が
小
形
で
円
内
「
空
間
が
広
い
「
い
う
特
徴
を
も
つ「
図
19
「。
江
戸
時
代
中
期
「
降
に

み
ら
れ
る
葵
紋
ほ
ど
に
は
様
式
化
が
進
ん
で
お
ら
ず
「
写
実
的
な
形
態
を
留
め
る
葵
紋

は
「
江
戸
時
代
初
期
「
様
式
を
示
す
「
い
え
る
。
ま
た
「
葵
紋
は
通
常
「
三
つ
葉
「
う

ち
一
枚
を
上
に
「
二
枚
を
「
に
置
い
て
正
体
「
す
る
が
「
「
図
「
小
袖
「
葵
紋
は
上
「

「
42
「
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四
「

を
逆
転
さ
せ
た
り
斜
め
に
傾
け
た
り
し
「
さ
ら
に
二
つ
「
葵
紋
を
重
ね
た
表
現
も
見
受

け
ら
れ
る
。
葵
紋
「
こ
う
し
た
自
由
な
表
現
は
「「
紫
地
桐
・
葵
紋
刺
繍
付
陣
幕
「「
重

要
文
化
財
「
紺
地
葵
紋
付
葵
紋
散
槍
梅
文
辻
ケ
花
染
小
袖
「「
挿
図
4
・
5
「「「
桑
木
地

葵
紋
散
蒔
絵
湯
婆
「「
挿
図
6　

「
上
「
す
べ
て
徳
川
美
術
館
蔵
「「
「
い
ず
れ
も
徳
川
家
康

「
所
用
品
や
着
用
品
「
な
か
で
も
「
ご
く
一
部
「
「
品
「
み
に
限
定
さ
れ
「
家
康
在
世

期
に
遡
る
表
現
で
あ
る
「
み
な
さ
れ
る
。
一
方
「
絵
画
で
は
徳
川
家
光
が
夢
に
見
た
祖

父
家
康
「
姿
を
絵
師
「
狩
野
探
幽
に
描
か
せ
た
一
連
「
「
東
照
大
権
現
像「
霊
夢
像
「「

「
東
京
・
德
川
記
念
財
団
蔵
「
栃
木
・
日
光
「
輪
王
寺
蔵
「や
狩
野
養
信
筆
「
東
照
大
権
現
像

「
晴
川
院
模
「
「「「
天
保
「
年
［
一
「
三
七
］「
德
川
記
念
財
団
蔵
「「
そ
し
て
「
徳
川
秀
忠
像

「
模
「
「「「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
「「
幔
幕
や
衣
服
に
「
自
由
な
向
き
で
配
さ
れ
た
葵
紋

を
わ
ず
か
に
見
出
す
こ
「
が
で
き
る
。
一
連
「
「
東
照
大
権
現
像「
霊
夢
像
「「
は
「
裏

面
「
「
文
に
よ
り
寛
永
「
六
年「
一
六
三
九
「か
ら
正
保
四
年「
一
六
四
七
「ま
で
に
描
か

れ
た
こ
「
が
判
明
す
る
が
「
榊
原
悟
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
徳
川
家
光「
一
六
〇
四

〜
「
一
「「
狩
野
探
幽「
一
六
〇
二
〜
七
四
「「
年
齢
か
ら
「
す
で
に
あ
っ
た
「
家
康
画
像
「

や
そ
「
「
絵「
紙
形
「を
も
「
に
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
描
か
れ
た
「
考
え
る
な
ら
ば
「

そ
「
原
「
は
家
康
在
世
中
も
し
く
は
死
後
ま
も
な
く
ま
で
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。
葵
紋

「
編
年
に
つ
い
て
は
「
さ
ら
な
る
「
「
が
必
要
だ
が
「
自
由
な
向
き
で
配
さ
れ
る
葵
紋

は
「葵
紋
「
形
式
が
整
理
し
き
れ
て
い
な
い
江
戸
時
代
初
期
に
限
定
さ
れ
「一
連
「「
東

照
大
権
現
像「
霊
夢
像
「「
を
考
慮
に
入
れ
て
も
「
七
世
紀
前
半
「
範
疇
に
留
ま
る
こ
「

は
間
違
い
な
い
「
い
え
る
だ
ろ
う
。

で
は
「
若
衆
「
年
齢
や
身
分
は
「
風
俗
表
現
か
ら
ど
「
よ
う
に
解
さ
れ
る
だ
ろ
う

か
。
若
衆
は
「
・
脇
指
「
二
「
差
で
あ
る
こ
「
か
ら
「
武
家
「
男
性
「
み
ら
れ
る
も
「

「
43
「

「
44
「

挿図4　徳川家康着用 紺地葵紋散槍梅文辻ケ花染小袖

挿図5　紺地葵紋散槍梅文辻ケ花染小袖　葵紋部分

挿図6　徳川家康所用 桑木地葵紋散蒔絵湯婆



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

四
六

「
「
葵
紋
「
よ
う
に
「
家
を
特
定
で
き
る
家
紋
「
よ
う
な
標
章
に
乏
し
い
。
「
多
忠
刻

で
あ
る
「
す
れ
ば
「
「
多
家
「
家
紋
は
立
葵
だ
が
「
立
葵
「
標
章
を
「
図
に
見
出
す
こ

「
は
で
き
な
い
。

若
衆
「
姿
に
お
い
て
「
女
性
「
同
様
「
武
家
「
通
過
儀
礼
「
観
点
か
ら
み
れ
ば
「
注

目
さ
れ
る
「
は
前
髪
「
表
現
で
あ
ろ
う
。
安
永
七
年「
一
七
七
「
「「
伊
勢
貞
丈
『
四
季

草
』
に
は
「
武
家
男
子
「
元
服
に
つ
い
て
次
「
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

古
代
「
人
は
「
皆
さ
か
い
き
を
剃
る
事
な
く
し
て
総
髪
也
「
童
子
も
中
剃
さ
る

事
な
く
「
髻
を
結
て
「
う
し
ろ
へ
「
く
垂
て
置
た
り
「「
中
「
「今
世
「
元
服
「
い

ふ
は
「
童
子
「
額
「
両
方
「
毛
を
剃
り
て
「
す
み
を
入
「
ふ
り
袖
「
服
を
ぬ
ぎ
て
「

「
め
袖
「
服
を
著
す
「
こ
れ
を
半
元
服
「
云
「
其
後
二
三
年
も
過
て
「
前
髪
を
落

し
「
さ
か
い
き
を
大
に
剃
り
「
野
郎
あ
た
ま
に
す
る
を
「
元
服
「
い
ふ
也

江
戸
時
代
「
武
家
で
は
「「
元
服
「
は
家
督
相
続
等
「
諸
事
情
に
よ
り
早
ま
る
場
合
も

あ
っ
た
が
基
「
的
に
「
「
歳
前
後
で
行
わ
れ
「
そ
「
後
ま
も
な
く
「
袖
留
「
「
祝
儀

を
経
て
着
物
も
留
袖
「
し
た
。
し
か
し
「「
元
服
「
「
い
っ
て
も
「
こ
れ
は
あ
く
ま
で

「
半
元
服
「
で
あ
り
「
「
七
歳
前
後
に
前
髪
を
落
「
す
「
前ま

え
が
み
「
り

髪
執
「
を
行
っ
て
「
は
じ

め
て
「
「
元
服
「
す
な
わ
ち
実
質
的
な
成
人
「
み
な
さ
れ
た
。
尾
張
家
「
例
で
い
え

ば
「「
元
服
「
は
か
な
り
「
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
「
「
「「
前
髪
執
「
は
ほ
ぼ
「
七
歳
前

後
で
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
武
家
「
通
過
儀
礼
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
「
「
「
図
「
若
衆
は
そ
「
髪

型
か
ら
「
前
髪
執
が
行
わ
れ
る
「
七
歳
「
前
「
い
わ
ゆ
る
「
半
元
服
「
「
姿
「
解
さ
れ

る
。
し
か
し
「
か
た
や
葵
紋
小
袖
「
女
は
「
「
元
服
「
後
「
姿
で
あ
る
。
眉
を
剃
り
「

留
袖
で
あ
る
こ
「
か
ら
「
既
婚
で
出
産
を
経
験
「
あ
る
い
は
少
な
く
「
も
二
「
一
「
二

「
45
「

「
46
「

歳
を
過
ぎ
て
い
る
「
み
な
さ
れ
る
が
「
こ
れ
に
対
し
若
衆
は
「
半
元
服
「
で
年
齢
的
に

も
「
七
歳
「
「
「
み
な
さ
れ
「
文
を
や
り
「
り
す
る
よ
う
な
男
女
「
組
み
合
わ
せ
「
し

て
は
か
な
り
「
違
和
感
が
あ
る
。

四　

像
主
の
検
討

本
多
忠
刻
と
千
姫

こ
こ
で
「
若
衆
「
葵
紋
小
袖
「
女
に
想
定
さ
れ
る
「
多
忠
刻
「
千
姫
「
「
歴
を
確

認
し
て
お
き
た
い「
表
1
「。
千
姫
は
「
慶
「
二
年「
一
「
九
七
「徳
川
秀
忠
「
お
江ご

う「
浅
井

「
政
「
三
女
「「
「
間
に
「
「
女
「
し
て
生
ま
れ
「
豊
臣
秀
吉
「
遺
言
に
よ
り
「
同
「
年

に
わ
ず
か
数
え
七
歳
で
豊
臣
秀
頼
に
嫁
が
さ
れ
た
。
同
二
「
年
「
大
坂
夏
「
陣
で
大
坂

城
が
落
城
し
た
際
に
は
「
秀
頼
・
淀
殿
親
子
「
助
命
を
期
待
し
た
大
坂
方
か
ら
徳
川
方

に
送
還
さ
れ
「
辛
く
も
難
を
逃
れ
て
い
る
。
秀
頼
「
「
間
に
子
は
な
く
「
翌
元
和
二
年

「
一
六
一
六
「七
月
に
は
「
早
く
も
「
多
忠
刻
へ
「
「
嫁
が
決
ま
っ
た「
系
図
1
「。

「
47
「一

方
「
忠
刻
は
当
時
桑
名
藩
主
で

あ
っ
た
「
多
忠
政
「
「
男
で
あ
り
「
母

は
家
康
「
「
男
信
康
「
二
女
熊ゆ

う

姫ひ
め

「
祖

父
は
先
述
し
た
よ
う
に
徳
川
家
康
「

「
徳
川
四
天
王
「
「
一
人
・
「
多
忠
勝

で
あ
る
。
忠
刻
は
慶
「
「
六
年
「
二
月

に
「
六
歳
で
従
「
位
「
中
務
大
輔
に
叙

任
「
同
二
「
年
「
大
坂
夏
「
陣
に
父
忠

政
「
「
も
に
出
陣
し
「
天
王
寺
「
戦
い

で
は
手
ず
か
ら
敵
「
首
を
得
た
「
い

「
48
「
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和暦 西暦 月　日 事　　項

文禄2 1593 秀頼（1）、誕生。
慶長元 1596 この年 本多忠刻、誕生（1）。
慶長2 1597 5月10日 千姫、誕生（1）。

12月14日 松平忠昌、誕生（1）。
慶長8 1603 7月28日 千姫、豊臣秀頼に嫁ぐ（7）。
慶長16 1611 この年 忠刻（16）、従五位下中務大輔に叙任。
元和元 1615 4月 本多忠刻（20）、松平忠昌（19）大坂夏の陣出陣。

5月7日 大坂城落城、千姫（19）、脱出。
5月8日 豊臣秀頼（23）と淀殿、自害。
8月20日 千姫、江戸着。
この年 前田光高（1）、誕生。

元和2 1616 7月 千姫（20）、伊勢桑名藩主本多家初代忠政嫡子忠
刻（21）への再嫁決定。

9月13日 千姫、江戸発輿。
9月26日 千姫、桑名着、入輿。

元和3 1617 7月14日 本多忠政の姫路転封に伴い、忠刻（22）へ千姫化
粧料として十万石が与えられる（21）。

元和4 1618 この年 千姫、勝姫を出産（22）。
元和5 1619 この年 千姫、幸千代を出産（23）。
元和7 1621 この年 幸千代（3）、死去。
寛永3 1626 5月7日 忠刻（31）、死去。

11月2日 千姫（30）、姫路出立。
11月27日 千姫、江戸着。
12月6日 千姫、落飾して「天樹院」と号す。

寛永5 1628 正月26日 千姫（32）の娘勝姫（11）、池田光政に嫁ぐ。
寛永6 1629 4月23日 前田光高（15）、家光の御前で元服。

5月19日 千姫（33）、前田光高との縁談。
寛永7 1631 12月17日 千姫（34）、越前藩主松平忠昌（34）との縁談。
寛永9 1632 正月24日 秀忠（54）歿。

12月23日 前田光高（18）と家光養女大姫（6）の縁組仰せ付
けられる。

寛永10 1633 5月20日 家光（30）、完成した竹橋の新邸に千姫（37）を訪
ねる。

12月5日 前田光高（19）、家光養女大姫（7）と婚姻。
寛永14 1637 閏3月5日 家光（34）の長女千代姫（1）が誕生。
明暦3 1657 正月19日 明暦の大火により、千姫（61）の屋敷焼失。

12月26日 仮住まいの後、竣工した江戸城北の丸の新邸に
移徙。

寛文6 1666 2月6日 千姫歿（70）。

表1　本多忠刻・千姫関連年表 う
。
忠
刻
へ
「
「
嫁
は
家
康
「
命
「
も
熊
姫
「
申
し
出
「
も
さ
れ
る
。
千
姫
「
大
坂
城

脱
出
に
功
「
あ
っ
た
坂
崎
直
盛
が
千
姫
を
奪
取
す
る
「
「
騒
動
が
あ
っ
た
も
「
「
「
元

和
二
年
九
月
に
千
姫
「
一
行
は
桑
名
城
へ
到
着
し
「
無
事
婚
儀
が
行
わ
れ
た
。
翌
年
に

は
忠
刻
「
父
忠
政
「
播
磨
姫
路
転
封
に
伴
い
「
忠
刻
に
も
千
姫
「
化
粧
料
「
し
て
「
万

石
が
加
増
さ
れ
「
千
姫
も
桑
名
城
か
ら
姫
路
城
に
移
っ
た
。
千
姫
は
忠
刻
「
「
間
に
「

元
和
四
年
に
勝か

つ

姫ひ
め

「
翌
年
に
幸こ

う

千ち

代よ

「
二
人
を
も
う
け
「
幸
せ
な
結
婚
生
活
を
送
る
か

に
み
え
た
が
「
幸
千
代
は
わ
ず
か
三
歳
で
早
世
し
た
。
そ
し
て
忠
刻
も
ま
た
寛
永
三
年

「
一
六
二
六
「に
三
「
一
歳
「
若
さ
で
死
去
し
「
「
年
に
及
ぶ
結
婚
生
活
は
幕
を
閉
じ
た
。

「
図
に
描
か
れ
た
二
人
「
姿
は
出
会
っ
た
当
時
を
描
い
た
「
す
れ
ば
「
忠
刻
が

二
「
一
歳
「
千
姫
が
二
「
歳
前
後
「
な
ろ
う
。
千
姫
は
前
夫
・
秀
頼
「
「
間
に
子
を
成

し
た
「
「
記
録
は
な
い
も
「
「
「
戦
国
「
遺
風
が
残
る
時
代
で
も
あ
り
「
室
町
時
代
「

風
習
を
受
け
継
い
で
「
比
較
的
早
く
眉
を
剃
っ
て
「
「
元
服
「
後
「
姿
を
し
て
い
た
可

能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
忠
刻
は
「
多
家
「
嫡
男
「
い
う
立
場
に
あ
り
「
前
髪

執
「
年
齢
は
不
明
だ
が
「
元
服
時
に
官
位
を
得
る
こ
「
が
多
い
こ
「
か
ら
「
慶
「
「
六

（　）内の数字は数え年を示す。
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「

年
に
「
六
歳
で
官
位
を
得
た
時
点
で
「
元
服「
半
元
服
「し
た
「
み
ら
れ
る
。
同
二
「
年

に
は
二
「
歳
で
初
陣
を
迎
え
て
い
る
こ
「
か
ら
遅
く
「
も
前
髪
執
を
こ
「
頃
ま
で
に
は

済
ま
せ
て
い
た
「
考
え
ら
れ
る
。
「
な
れ
ば
「
絵
に
は
前
髪
「
な
い
月さ

か
や
き代

姿
で
描
か
れ

る
必
要
が
あ
る
。
若
衆
歌
舞
伎
に
例
を
み
る
よ
う
に
「
前
髪
は
性
的
魅
力
「
象
徴
で
も

あ
っ
た
か
ら
「
理
想
化
し
て
描
い
た
「
み
る
こ
「
も
出
来
そ
う
だ
が
「
だ
「
す
れ
ば
「

忠
刻
よ
り
一
歳
年
「
「
千
姫
「
さ
れ
る
女
「
姿
も
「
同
様
に
眉
を
剃
る
「
前
「
姿
に
理

想
化
し
な
け
れ
ば
辻
褄
が
合
わ
な
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
「
葵
紋
「
小
袖
が
「
徳
川
家
「
を
明
示
す
る
一
方
「
若
衆
に
は
明

確
に
出
自
を
示
す
家
紋
等
は
見
当
た
ら
な
い
。
む
し
ろ
「
「
図
で
は
徳
川
一
門
に
属
す

る
特
定
「
「
「
元
服
「
後
「
成
人
女
性
を
描
く
こ
「
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
「
み
た

方
が
よ
い
。

「
こ
ろ
で
「
徳
川
一
門
に
お
い
て
「
葵
紋
小
袖
「
女
に
想
定
さ
れ
る
女
性
は
「
先
行

研
究
に
よ
り
「
図
「
製
「
時
期
「
推
定
さ
れ
る
寛
永
期
に
は
ど
れ
だ
け
い
た
だ
ろ
う

か
。
女
性
「
場
合
「
婚
礼
調
度
に
例
を
見
れ
ば
「
原
則
「
し
て
実
家
「
紋
を
つ
け
る
風

習
が
あ
る
こ
「
か
ら
「
葵
紋
を
使
用
で
き
る
女
性
は
「
将
軍
家
を
は
じ
め
尾
張
・
水

戸
・
紀
伊
「
徳
川
御
三
家
「
娘
「
養
女
に
限
定
さ
れ
て
い
た
「
考
え
ら
れ
る
。

二
代
将
軍
秀
忠
は
「
父
・
家
康
「
婚
姻
政
策
を
受
け
継
ぎ
「
千
姫
を
は
じ
め
「
後
水

尾
天
皇
「
中
宮
「
な
っ
た
和
子「
東
福
門
院
「な
ど
「
人
「
娘
「
ほ
か
「
近
親
「
娘
九
人

を
養
女
「
し
「
有
力
大
名
や
そ
「
息
子
「
政
「
結
婚
さ
せ
た
こ
「
で
知
ら
れ
る「
表
2
「。

驚
く
べ
き
人
数
だ
が
「
結
論
か
ら
い
え
ば
「
こ
「
う
ち
「
「
元
服
「
姿
で
描
か
れ
る
女

性
「
し
て
候
補
に
上
が
る
「
は
「
千
姫
た
だ
一
人
「
な
る
。

秀
忠
は
「
慶
「
末
年
か
ら
着
々
「
諸
大
名
「
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
き
た
が
「
元
和
六

年
「
「
女
・
和
子
「
入
内
「
降
「
寛
永
「
年
「
千
姫
「
娘
で
秀
忠
「
孫
に
当
た
る
勝
姫

「
婚
姻
ま
で
「
「
年
ほ
ど
婚
姻
「
空
白
期
間
が
あ
る
。
こ
「
時
期
「
徳
川
一
門
「
婚
姻

政
策
が
盤
石
で
あ
っ
た
か
「
い
う
「
「
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
元
和
九
年
に
秀
忠
「

跡
を
継
い
で
三
代
将
軍
「
な
っ
た
家
光
は
「
同
年
に
鷹
司
孝
子「
「
理
院
「を
正
室
「
し

て
迎
え
た
が
「
孝
子
「
は
疎
遠
で
二
人
「
間
に
子
は
な
か
っ
た
。
ま
た
家
光
自
身
「
病

弱
で
あ
る
こ
「
に
加
え
「
衆
道
好
み
「
噂
さ
れ
「
継
嗣
問
題
が
早
く
か
ら
持
ち
上
が
っ

て
い
た
。
実
際
「
家
光
に
第
一
子
「
千
代
姫
が
誕
生
す
る
「
は
「
結
婚
か
ら
実
に
「
四

年
が
経
っ
た
寛
永
「
四
年
で
あ
る
。
ま
た
「
秀
忠
「
二
「
「
上
も
年
「
離
れ
た
弟
「
「

直
・
頼
宣
・
頼
房
「
い
わ
ゆ
る
御
三
家
に
お
い
て
は
「
い
ず
れ
も
寛
永
初
年
に
娘
が
誕

生
し
た
ば
か
り
で
婚
姻
「
対
象
「
な
る
候
補
者
は
い
な
い
。
つ
ま
り
「
秀
忠
は
他
家
「

婚
姻
関
係
を
結
ぼ
う
に
も
持
ち
駒
に
欠
い
て
い
た
状
況
に
あ
っ
た
「
考
え
ら
れ
る
。 「

49
「

「
50
「

将軍名 子女名 院号 実父 生歿年（和暦） 生歿年（西暦） 享年 夫 婚姻年 婚姻
年齢

家康

亀姫
（森姫、加納殿） 盛徳院 永禄3 〜寛永2年 1560 〜 1625 66

（68） 奥平信昌 天正4年（1576） 17

督姫 良正院 天正3 〜元和元年 1575 〜 1615 41 北条氏直 天正11年（1583） 9
池田輝政 文禄2年（1593）再縁 19

振姫 正（松）清院 天正8 〜元和3年 1580 〜 1618 38 蒲生秀行 慶長3年（1598） 19
浅野長晟 元和2年（1616）再縁 37

女子（養女） 大倫院 本多忠勝 天正元〜元和6年 1573 〜 1621 48 真田信之 天正14年（1586） 14
女子（養女） 未詳 松平信康 天正4 〜慶長12年 1576 〜 1607 未詳 小笠原秀政 未詳 未詳
女子（養女） 未詳 松平康元 ？〜寛永6年 ？〜 1629 未詳 岡部長盛 慶長4年（1599）養女 未詳

満天姫（養女） 葉縦院 松平康元 ？〜寛永15年 ？〜 1638 未詳 福島忠勝 慶長4年（1599）養女 未詳
津軽信枚 慶長16年（1611）再縁 未詳

栄姫（ねね姫）
（養女） 大梁院 保科正直 ？〜寛永12年 ？〜 1635 未詳 黒田長政 慶長5年（1600）養女 未詳

女子（養女） 久松院 松平康元 ？〜寛永6年 ？〜 1629 未詳
田中忠政 未詳 未詳
松平（大給）
成重 未詳

女子（養女） 浄明院 松平康元 ？〜承応2年 ？〜 1653 未詳 中村忠一 慶長9年（1604） 未詳
毛利秀元 慶長17年（1612）再縁

女子（養女） 未詳 松平康元 未詳 未詳 未詳 榊原忠政 未詳 未詳
菅沼定芳 未詳（再縁）

名阿姫（養女） 光照院 松平定勝 文禄4 〜寛永9年 1595 〜 1632 38 山内忠義 慶長11年（1606） 12
連姫（蓮姫）（養女） 長寿院 松平康直 天正10 〜承応元年 1582 〜 1652 62 有馬豊氏 慶長7年（1602） 21
女子（養女） 唐梅院 松平康親 ？〜寛永16年 ？〜 1639 未詳 井伊直政 未詳 未詳
女子（養女） 高源院 岡部長盛 天正16 〜寛文元年 1588 〜 1661 74 鍋島勝茂 慶長10年（1605）養女 未詳

国姫（養女） 栄寿院 本多忠政 文禄4 〜慶長2年 1595 〜 1597 55 堀忠俊 慶長10年（1605） 11
有馬直純 慶長15年（1610）再縁 16

女子（養女） 円照院 本多忠政 慶長2 〜寛永20年 1597 〜 1643 47 小笠原忠脩 未詳 未詳
小笠原忠政 元和2年（1616）再縁 20

女子（養女） 清浄院 水野忠重 天正10 〜明暦2年 1582 〜 1656 75 加藤清正 慶長4年（1599） 18
万姫（氏姫）（養女） 敬台院 小笠原秀政 文禄元〜寛文6年 1592 〜 1666 75 蜂須賀至鎮 慶長5年（1600） 9

秀忠

千姫 天樹院 慶長2 〜寛文6年 1597 〜 1666 70 豊臣秀頼 慶長8年（1603） 7
本多忠刻 元和2年（1616）再縁 20

子々姫（珠姫） 天徳院 慶長4 〜元和8年 1599 〜 1622 24 前田利常 慶長6年（1601） 3
勝姫 天崇院 慶長6 〜寛文12年 1601 〜 1672 72 松平忠直 慶長16年（1611） 11
初姫 興安院 慶長7 〜寛永7年 1602 〜 1630 29 京極忠高 慶長11年（1606） 5
和子 東福門院 慶長12 〜延宝6年 1607 〜 1678 72 後水尾天皇 元和7年（1621） 15
土佐姫（養女） 龍照院 結城秀康 慶長2 〜明暦元年 1597 〜 1655 59 毛利秀就 慶長15年（1610） 14
千代姫（養女） 保寿院 小笠原秀政 慶長2 〜慶安2年 1597 〜 1649 53 細川忠利 慶長14年（1609） 13
女子（養女） 雲松院 奥平家昌 ？〜慶安3年 ？〜 1650 未詳 堀尾忠晴 慶長15年（1610） 未詳
振姫（利久姫）

（養女） 孝勝院 池田輝政 慶長12 〜万治2年 1607 〜 1659 53 伊達忠宗 元和3年（1617） 11

女子（養女） 未詳 蒲生秀行 慶長7 〜明暦2年 1602 〜 1656 55 加藤忠広 慶長19年（1614） 13
亀姫（養女） 宝珠院 松平忠直 元和3 〜延宝9年 1617 〜 1681 65 高松好仁親王 寛永7年（1630）縁組 未詳
女子（養女） 福照（正）院 榊原康政 ？〜寛文12年 ？〜 1672 未詳 池田利隆 慶長10年（1605）養女 未詳
女子（養女） 梅溪院 松平忠良 ？〜寛永5年 ？〜 1628 未詳 黒田忠之 未詳 未詳
勝姫（養女） 円盛院 本多忠刻 元和4 〜延宝6年 1618 〜 1678 61 池田光政 寛永5年（1628）養女 11

家光

千代姫 霊仙院 寛永14 〜元禄11年 1637 〜 1698 62 尾張徳川光友 寛永16年（1639） 3
亀姫（鶴姫、大姫）

（養女） 清泰院 水戸徳川頼房 寛永4 〜明暦2年 1627 〜 1656 30 前田光高 寛永10年（1633） 7

鶴姫（養女） 簾貞院 松平忠直 元和4 〜寛文11年 1618 〜 1671 54 九条道房 寛永9年（1632） 15
通姫（輝子）（養女） 靖厳院 池田光政 寛永13 〜享保2年 1636 〜 1717 82 一条教輔 慶安2年（1649） 13

※年齢は数え年
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四
九

将軍名 子女名 院号 実父 生歿年（和暦） 生歿年（西暦） 享年 夫 婚姻年 婚姻
年齢

家康

亀姫
（森姫、加納殿） 盛徳院 永禄3 〜寛永2年 1560 〜 1625 66

（68） 奥平信昌 天正4年（1576） 17

督姫 良正院 天正3 〜元和元年 1575 〜 1615 41 北条氏直 天正11年（1583） 9
池田輝政 文禄2年（1593）再縁 19

振姫 正（松）清院 天正8 〜元和3年 1580 〜 1618 38 蒲生秀行 慶長3年（1598） 19
浅野長晟 元和2年（1616）再縁 37

女子（養女） 大倫院 本多忠勝 天正元〜元和6年 1573 〜 1621 48 真田信之 天正14年（1586） 14
女子（養女） 未詳 松平信康 天正4 〜慶長12年 1576 〜 1607 未詳 小笠原秀政 未詳 未詳
女子（養女） 未詳 松平康元 ？〜寛永6年 ？〜 1629 未詳 岡部長盛 慶長4年（1599）養女 未詳

満天姫（養女） 葉縦院 松平康元 ？〜寛永15年 ？〜 1638 未詳 福島忠勝 慶長4年（1599）養女 未詳
津軽信枚 慶長16年（1611）再縁 未詳

栄姫（ねね姫）
（養女） 大梁院 保科正直 ？〜寛永12年 ？〜 1635 未詳 黒田長政 慶長5年（1600）養女 未詳

女子（養女） 久松院 松平康元 ？〜寛永6年 ？〜 1629 未詳
田中忠政 未詳 未詳
松平（大給）
成重 未詳

女子（養女） 浄明院 松平康元 ？〜承応2年 ？〜 1653 未詳 中村忠一 慶長9年（1604） 未詳
毛利秀元 慶長17年（1612）再縁

女子（養女） 未詳 松平康元 未詳 未詳 未詳 榊原忠政 未詳 未詳
菅沼定芳 未詳（再縁）

名阿姫（養女） 光照院 松平定勝 文禄4 〜寛永9年 1595 〜 1632 38 山内忠義 慶長11年（1606） 12
連姫（蓮姫）（養女） 長寿院 松平康直 天正10 〜承応元年 1582 〜 1652 62 有馬豊氏 慶長7年（1602） 21
女子（養女） 唐梅院 松平康親 ？〜寛永16年 ？〜 1639 未詳 井伊直政 未詳 未詳
女子（養女） 高源院 岡部長盛 天正16 〜寛文元年 1588 〜 1661 74 鍋島勝茂 慶長10年（1605）養女 未詳

国姫（養女） 栄寿院 本多忠政 文禄4 〜慶長2年 1595 〜 1597 55 堀忠俊 慶長10年（1605） 11
有馬直純 慶長15年（1610）再縁 16

女子（養女） 円照院 本多忠政 慶長2 〜寛永20年 1597 〜 1643 47 小笠原忠脩 未詳 未詳
小笠原忠政 元和2年（1616）再縁 20

女子（養女） 清浄院 水野忠重 天正10 〜明暦2年 1582 〜 1656 75 加藤清正 慶長4年（1599） 18
万姫（氏姫）（養女） 敬台院 小笠原秀政 文禄元〜寛文6年 1592 〜 1666 75 蜂須賀至鎮 慶長5年（1600） 9

秀忠

千姫 天樹院 慶長2 〜寛文6年 1597 〜 1666 70 豊臣秀頼 慶長8年（1603） 7
本多忠刻 元和2年（1616）再縁 20

子々姫（珠姫） 天徳院 慶長4 〜元和8年 1599 〜 1622 24 前田利常 慶長6年（1601） 3
勝姫 天崇院 慶長6 〜寛文12年 1601 〜 1672 72 松平忠直 慶長16年（1611） 11
初姫 興安院 慶長7 〜寛永7年 1602 〜 1630 29 京極忠高 慶長11年（1606） 5
和子 東福門院 慶長12 〜延宝6年 1607 〜 1678 72 後水尾天皇 元和7年（1621） 15
土佐姫（養女） 龍照院 結城秀康 慶長2 〜明暦元年 1597 〜 1655 59 毛利秀就 慶長15年（1610） 14
千代姫（養女） 保寿院 小笠原秀政 慶長2 〜慶安2年 1597 〜 1649 53 細川忠利 慶長14年（1609） 13
女子（養女） 雲松院 奥平家昌 ？〜慶安3年 ？〜 1650 未詳 堀尾忠晴 慶長15年（1610） 未詳
振姫（利久姫）

（養女） 孝勝院 池田輝政 慶長12 〜万治2年 1607 〜 1659 53 伊達忠宗 元和3年（1617） 11

女子（養女） 未詳 蒲生秀行 慶長7 〜明暦2年 1602 〜 1656 55 加藤忠広 慶長19年（1614） 13
亀姫（養女） 宝珠院 松平忠直 元和3 〜延宝9年 1617 〜 1681 65 高松好仁親王 寛永7年（1630）縁組 未詳
女子（養女） 福照（正）院 榊原康政 ？〜寛文12年 ？〜 1672 未詳 池田利隆 慶長10年（1605）養女 未詳
女子（養女） 梅溪院 松平忠良 ？〜寛永5年 ？〜 1628 未詳 黒田忠之 未詳 未詳
勝姫（養女） 円盛院 本多忠刻 元和4 〜延宝6年 1618 〜 1678 61 池田光政 寛永5年（1628）養女 11

家光

千代姫 霊仙院 寛永14 〜元禄11年 1637 〜 1698 62 尾張徳川光友 寛永16年（1639） 3
亀姫（鶴姫、大姫）

（養女） 清泰院 水戸徳川頼房 寛永4 〜明暦2年 1627 〜 1656 30 前田光高 寛永10年（1633） 7

鶴姫（養女） 簾貞院 松平忠直 元和4 〜寛文11年 1618 〜 1671 54 九条道房 寛永9年（1632） 15
通姫（輝子）（養女） 靖厳院 池田光政 寛永13 〜享保2年 1636 〜 1717 82 一条教輔 慶安2年（1649） 13

表2　葵紋の女候補
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刻
「
死
別
し
た
千
姫
「
三
人

「
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「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

「
一

目
「
夫
に
な
る
こ
「
を
縁
起
で
も
な
い
「
「
甚
だ
迷
惑
が
っ
た
「
い
う
。
千
姫
も
ま
た

同
様
に
「
御
迷
惑
「
「
固
辞
し
た
た
め
「
こ
「
縁
談
は
結
局
「
取
り
止
め
「
な
っ
た
。

し
か
し
「
千
姫
「
縁
談
は
こ
れ
で
終
わ
り
に
な
っ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
秀
忠
は

翌
七
年
「
二
月
に
は
兄
・
結
城
秀
康
「
次
男
で
「
越
前
松
平
家
三
代
忠
昌「
一
「
九
七
〜

一
六
四
「
「「
千
姫
「
「
縁
談
を
画
策
し
て
い
る「
系
図
2
「。
光
高
「
違
い
「
千
姫
「
忠

昌
「
は
同
い
年
で
あ
っ
た
が
「
こ
「
縁
談
も
結
局
「
破
断
「
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て

も
秀
忠
が
い
か
に
寡
婦
「
な
っ
た
千
姫
を
嫁
が
せ
る
こ
「
に
執
着
し
て
い
た
か
が
窺
え

よ
う
。
千
姫
「
幸
せ
を
願
っ
て
「
い
う
よ
り
は
「
戦
国
「
世
を
生
き
抜
い
て
き
た
老
獪

な
秀
忠
で
あ
れ
ば
こ
そ
「
政
治
的
安
定
を
目
的
「
し
た
縁
談
「
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。

な
お
「
す
で
に
前
田
家
に
は
秀
忠
「
次
女
・
子
々
姫
が
「
越
前
松
平
家
に
は
三
女
・

勝
姫
が
嫁
い
で
お
り
「
い
ず
れ
も
将
軍
家
「
は
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
家
だ
が
「
前
田
家

「
「
間
を
取
り
持
つ
子
々
姫
は
元
和
「
年「
一
六
二
二
「に
死
歿
し
て
い
る
。
一
方
「
越

前
松
平
家
に
嫁
い
だ
勝
姫
は
存
命
だ
っ
た
も
「
「
「
元
和
九
年
に
夫
「
忠
直
が
改
易
さ

れ
て
豊
後
に
流
さ
れ
た
。
ま
た
「
嫡
男
光
「
が
越
後
高
田
に
移
封
さ
れ
た
た
め
「
勝
姫

は
藩
主
生
母
「
し
て
江
戸
「
高
田
屋
敷
で
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
当
時
「
将
軍
家
「
前

田
・
越
前
松
平
「
二
家
「
「
間
が
疎
遠
に
な
り
か
ね
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
「
か
ら
「

千
姫
「
縁
談
先
に
こ
「
二
家
が
選
ば
れ
た
「
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
前
田
家
に
つ
い

て
は
「
千
姫
「
「
破
談
後
「
光
高
は
寛
永
九
年
に
家
光
「
養
女
「
な
っ
た
水
戸
徳
川
家

初
代
頼
房
「
「
女
・
大
姫「
六
歳
「「
縁
組
し
「
翌
「
年
に
婚
儀
を
挙
げ
て
い
る
。
や
は

り
同
家
は
「
徳
川
将
軍
家
に
「
っ
て
是
が
非
で
も
姻
戚
関
係
を
結
ば
な
く
て
は
な
ら
な

い
家
で
あ
っ
た
「
で
あ
る
。
余
談
な
が
ら
「
光
高
は
美
男
子
だ
っ
た
「
「
え
ら
れ
「
衆

道
好
み
「
家
光
が
殊
「
外
「
光
高
を
気
に
入
り
「
鷹
狩
「
際
に
は
手
を
取
り
合
っ
て
出

か
け
た
「
い
い
「
後
年
に
は
家
光
は
跡
継
ぎ
が
な
い
た
め
「
光
高
を
養
子
に
「
考
え
て

い
た
こ
「
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
当
時
「
千
姫
「
状
況
「
徳
川
将
軍
家
「
姻
戚
政
策
を
鑑
み
て
「
「
稿
で

は
「
寛
永
六
年
に
前
田
光
高
「
「
縁
談
が
あ
っ
た
際
「
秀
忠
も
し
く
は
そ
「
周
辺
が
千

姫
に
結
婚
を
勧
め
る
た
め
に
「
図
を
描
か
せ
た
「
す
る
仮
説
を
提
示
し
た
い
。
当
時
光

高
は
「
「
歳
で
元
服
し
た
ば
か
り
で
「
「
分
に
前
髪
が
残
る
年
齢
で
あ
る
。
若
衆
「
姿

も
光
高
な
ら
ば
「
違
和
感
は
解
消
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
秀
忠
は
縁
談
話
を
勧
め
た
も
「

「
「
病
に
陥
る
ほ
ど
「
千
姫
「
激
し
い
拒
否
を
受
け
「
病
中
「
千
姫
「
目
を
慰
め
る
た

め
「
称
し
て
「
当
世
風
「
男
女
が
文
「
や
り
「
り
を
行
う
様
子
を
描
い
た
「
図
を
「
二

人
が
出
会
っ
た
頃
「
「
多
忠
刻
「
千
姫
「
姿
を
描
い
た
「
い
う
名
目
で
贈
っ
た
「
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
立
兵
庫
「
女
を
は
じ
め
遊
女
風
「
人
物
も
登
場
し
「
当
時
流
行
「
風

俗
図
に
な
ら
っ
て
描
か
れ
て
は
い
る
が
「
描
眉
に
葵
紋
散
ら
し
「
小
袖
を
着
用
し
た
女

性
「
姿
は
「
当
事
者
が
み
れ
ば
千
姫
「
わ
か
り
「
対
し
て
若
衆
は
忠
刻
「
い
い
な
が
ら

も
「
前
髪
が
残
り
「
縁
談
「
相
手
で
あ
る
光
高
を
思
わ
せ
る
姿
で
あ
る
。
た
だ
「
身
分

を
特
定
す
る
紋
章
を
は
じ
め
「
す
る
標
章
を
描
か
な
い
こ
「
で
「
若
き
忠
刻
を
描
い
た

「
し
て
言
い
訳
「
で
き
る
余
地
を
残
し
た
「
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
く
ま
で
主
体

は
「
葵
紋
小
袖
「
女
す
な
わ
ち
千
姫
で
あ
り
「
す
で
に
三
「
三
歳
を
数
え
た
彼
女
に
ま

だ
恋
文
を
や
り
「
り
す
る
に
「
分
な
若
々
し
さ
「
美
し
さ
を
保
ち
「
そ
「
相
手
が
光
高

「
よ
う
な
若
衆
で
も
「
決
し
て
引
け
を
「
る
こ
「
は
な
い
「
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
「
図
に

込
め
た
「
だ
「
想
像
さ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
「
「
図
「
若
衆
「
葵
紋
小
袖
「
女
「

い
ず
れ
も
が
文
を
受
け
取
る
側
「
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
「
も
示
唆
的
で
「
そ
「
恋
愛

を
成
就
さ
せ
る
た
め
両
者
に
働
き
か
け
る
第
三
者
「
存
在
を
匂
わ
せ
る
描
写
「
い
え
よ

う
。「

図
は
「
千
姫
「
前
田
光
高
「
い
う
上
流
武
家
「
男
女
を
「
遊
里
を
舞
台
「
し
た
当

時
流
行
「
文
使
い
図
に
見
立
て
て
描
い
た
図
「
い
え
る
。
こ
う
し
た
「
見
立
て
「
は
江

「
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「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

「
二

戸
「
文
芸
に
み
ら
れ
る
趣
向
「
一
つ
で
「
歴
史
上
や
古
典
文
学
「
登
場
人
物
な
ど
を
当

世
風
「
若
衆
や
美
女
に
置
き
換
え
て
「
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
を
付
加
さ
せ
「
あ
る
い
は
そ

「
落
差
を
楽
し
む
。
こ
こ
で
は
上
流
武
家
「
男
女
を
か
ぶ
き
者
や
遊
女
風
情
に
「
一
見

身
を
落
「
し
た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
「
か
ら
「「
や
つ
し
「
「
も
い
え
る
。
ま
た
「

若
衆
は
「
多
忠
刻
「
前
田
光
高
「
二
人
を
重
ね
合
わ
せ
て
描
か
れ
て
い
る
「
み
な
さ

れ
「
非
常
に
高
度
な
表
現
手
法
を
用
い
た
絵
画
「
し
て
も
高
く
評
価
で
き
る
「
考
え
ら

れ
る
。

お　

わ　

り　

に

「
稿
で
は
「
尾
張
家
に
「
来
し
た
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
を
取
り
上
げ
「
「
図

「
風
俗
表
現
に
注
目
し
「
当
時
「
武
家
「
風
習
や
史
料
に
よ
り
人
物
「
身
分
や
年
齢
を

明
ら
か
に
す
る
こ
「
で
「
像
主
「
特
定
を
試
み
た
。

「
図
は
「
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
卑
俗
的
な
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る

も
「
「
「
葵
紋
小
袖
「
女
に
つ
い
て
は
「「
葵
紋
「
「
紋
章
は
も
「
よ
り
描
眉
「
顔
貌

表
現
か
ら
「
遊
女
で
は
な
く
武
家
「
上
流
階
級
に
属
す
る
「
「
元
服
「
「
女
性
を
描
い

て
い
る
こ
「
は
明
ら
か
で
「
当
時
「
徳
川
一
門
「
婚
姻
状
況
「
照
合
し
て
み
て
も
「
そ

「
候
補
「
な
る
「
は
徳
川
「
一
「
姫
で
あ
っ
た
千
姫
た
だ
一
人
で
あ
る
。
他
方
「
若
衆

は
家
紋
「
よ
う
な
身
分
標
識
に
乏
し
い
上
に
「
武
家
「
通
過
儀
礼
で
い
う
「
こ
ろ
「

「
半
元
服
「
「
姿
で
描
か
れ
て
お
り
「
千
姫
「
夫
で
あ
っ
た
忠
刻
「
す
る
に
は
「「
「
元

服
「
姿
「
千
姫
「
「
釣
り
合
い
が
取
れ
な
い
。
し
か
し
「
忠
刻
歿
後
「
千
姫
に
二
度
「

縁
談
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
こ
「
が
判
明
し
「
む
し
ろ
「
図
は
忠
刻
「
千
姫
で
は
な

く
「
寛
永
六
年「
一
六
二
九
「に
縁
談
「
あ
っ
た
前
田
光
高
「
千
姫
「
し
て
描
か
れ
た
「

推
測
す
る
に
い
た
っ
た
。
縁
談
時
に
光
高
は
元
服
し
た
ば
か
り
「「
半
元
服
「姿
で
あ
っ

た
「
考
え
ら
れ
る
こ
「
か
ら
「
「
図
「
若
衆
「
風
俗
表
現
「
も
矛
盾
は
な
く
「
秀
忠
が

発
注
者
「
な
り
「
千
姫
に
縁
談
を
す
す
め
る
目
的
で
「
図
を
描
か
せ
た
「
「
仮
説
を
提

示
し
「
結
論
「
し
た
。
「
図
は
「
「
多
忠
刻
「
千
姫
「
恋
物
語
を
懐
古
的
に
描
い
た
「

さ
れ
て
き
た
が
「
寛
永
六
年
「
光
高
「
「
縁
談
時
「
方
が
「
当
時
「
将
軍
家
を
め
ぐ
る

政
治
状
況
か
ら
み
て
も
製
「
「
必
然
性
は
高
い
。
ま
た
寛
永
六
年
「
い
う
年
代
感
は
「

風
俗
表
現
や
葵
紋
「
様
式
「
も
矛
盾
が
な
く
「
「
図
「
製
「
時
期
「
し
て
は
穏
当
で
あ

る
「
い
え
よ
う
。

身
分
制
度
が
厳
密
に
定
め
ら
れ
た
江
戸
時
代
は
「
衣
服
や
髪
型
「
み
な
ら
ず
「
お
歯

黒
や
眉
化
粧
な
ど
か
ら
「
そ
「
人
物
が
ど
う
い
っ
た
身
分
階
級
に
属
し
「
年
齢
「
未
婚

か
既
婚
か
が
わ
か
っ
た
「
さ
れ
る
。
現
代
「
我
々
に
は
「
も
は
や
江
戸
時
代
「
身
分
標

識
を
容
易
に
読
み
解
く
こ
「
は
で
き
な
い
が
「
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
は
「
遊
里
で
あ
れ

ば
ま
だ
し
も
「
武
家
「
上
流
階
級
に
属
す
元
服
後
「
女
性
「
半
元
服
「
若
衆
「
「
恋
愛

ご
「
は
「
か
な
り
奇
異
に
映
っ
た
「
で
は
な
い
か
「
想
像
さ
れ
る
。

千
姫
「
い
え
ば
「「
吉
田
通
れ
ば
二
階
か
ら
招
く
「
し
か
も
鹿
子
「
振
袖
で
「
「
い

う
俗
謡
を
は
じ
め
「
寡
婦
「
千
姫
が
「
吉
田
御
殿
「
に
夜
な
夜
な
美
男
を
招
き
入
れ
て

は
殺
す
「
い
う
不
名
誉
な
「
「
が
生
ま
れ
「
浪
曲
や
浮
世
絵
「
題
材
「
も
さ
れ
た
こ
「

が
有
名
で
あ
る
。
振
袖
で
は
な
い
が
「
「
図
「
葵
紋
小
袖
も
鹿
子「
絞
り
「で
あ
り
「
こ

「
「
「
が
生
ま
れ
た
一
因
に
「
図
「
存
在
が
あ
っ
た
「
で
な
い
か
「
も
想
像
を
広
げ
た

く
な
る
。

な
お
「
徳
川
美
術
館
で
「
定
期
研
究
発
表
後
に
「
い
く
つ
か
「
質
問
を
受
け
た
が
「

そ
「
う
ち
二
つ
「
質
問
に
答
え
る
形
で
稿
を
閉
じ
る
こ
「
「
し
た
い
。
ま
ず
一
つ
は
「

若
衆
を
前
田
光
高
「
す
れ
ば
「
「
図
「
「
「
多
平
「
郎
「
「
い
う
名
称
は
変
え
る
必
要

が
あ
る
か
「
「
「
質
問
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
秀
忠
は
若
衆
「
姿
に
前
田
光
高

を
想
定
し
て
描
か
せ
た
が
「
千
姫
「
固
辞
を
考
え
れ
ば
「
あ
か
ら
さ
ま
に
光
高
「
名
を

「
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「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

「
三

出
す
こ
「
は
憚
ら
れ
「
建
前
は
あ
く
ま
で
も
「
多
忠
刻
を
描
い
た
図
「
し
て
千
姫
に
贈

ら
れ
た
「
考
え
た
い
。
そ
「
意
味
で
は
「
「
図
「
名
称
は
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「

「
ま
ま
で
よ
い
「
思
わ
れ
る
。

ま
た
「
今
一
つ
「
質
問
は
「
秀
忠
が
発
注
者
で
あ
れ
ば
「
な
ぜ
「
図
が
尾
張
家
に
「

来
し
た
「
か
「
い
う
こ
「
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
「

室
内
調
度
品
で
あ
る
屛
風
は
「
あ
く
ま
で
も
「
移
動
可
能
な
動
産
で
あ
り
「
購
入
や
贈

答
「
形
見
分
け
に
よ
っ
て
入
手
さ
れ
る
例
が
記
録
に
多
く
散
見
さ
れ
る
こ
「
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
「
図
「
場
合
「
天
保
「
四
年「
一
「
四
三
「を
遡
る
記
録
は
未
見
だ
が
「

尾
張
家
に
「
来
し
た
か
ら
「
尾
張
家
で
発
注
・
製
「
さ
れ
た
「
短
絡
的
に
考
え
る
こ
「

は
む
し
ろ
危
険
で
あ
る
。
将
軍
家
「
尾
張
家
は
「
徳
川
一
門
で
あ
る
ば
か
り
か
「
三
代

将
軍
家
光
「
「
女
千
代
姫
が
尾
張
家
に
婚
嫁
し
た
「
を
は
じ
め
「
将
軍
家
「
娘
を
正
室

に
迎
え
「
ま
た
尾
張
家
か
ら
も
将
軍
家
へ
養
女
を
出
し
「
さ
ら
に
は
子
沢
「
で
知
ら
れ

る
「
一
代
将
軍
家
斉
「
子
供
を
数
代
に
わ
た
っ
て
養
子
に
迎
え
て
い
る
。
幾
重
に
も
関

係
を
結
ん
で
き
た
間
柄
で
あ
り
「
上
杉
鷹
「
「
例
に
見
る
よ
う
に
「
何
ら
か
「
契
機
に

贈
答
品
や
形
見
分
け
な
ど
「
し
て
「
「
図
が
将
軍
家
か
ら
尾
張
家
に
入
っ
た
「
し
て
も

不
思
議
は
な
い
。

「
図
で
風
俗
表
現
に
着
目
し
た
よ
う
に
「
風
俗
画
は
や
は
り
そ
「
当
時
「
人
々
「
風

俗
─
風
習
や
身
な
り
─
を
読
み
解
い
て
は
じ
め
て
「
そ
「
醍
醐
味
や
面
白
さ
が
味
わ
え

る
「
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
稿
は
あ
く
ま
で
そ
「
一
端
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
「

風
俗
画
「
解
明
に
お
い
て
「
拙
稿
が
そ
「
一
助
「
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註「
1
「　

・
黒
田
日
出
男
『
謎
解
き 

洛
中
洛
外
図
』「
岩
波
新
書
435
「　

岩
波
書
店　

平
成
「
「
年
三

月
。

・
成
澤
勝
嗣
「
王
権
へ
「
追
憶
─
太
閤
秀
吉
「
風
俗
画
「
あ
や
し
い
関
係
─
「「『
講
座
日
「

美
術
史
3　

図
像
「
意
味
』　

東
京
大
学
出
版
会　

平
成
「
七
年
六
月
「。

・
黒
田
日
出
男
『
江
戸
図
屛
風
「
謎
を
解
く
』　

角
川
学
芸
出
版
〈
角
川
選
書
〉　

平
成

二
「
二
年
九
月
。

・
成
澤
勝
嗣
「「
御
所
参
内
・
聚
楽
第
図
行
幸
図
屛
風
」
「
太
閤
追
慕
「
風
俗
画
「「『「
御
所

参
内
・
聚
楽
第
行
幸
図
屛
風
「
学
術
調
査
報
告
書
』　

上
越
市
教
育
委
員
会　

平
成
二
「
四

年
「
月
「。

・
黒
田
日
出
男
『
豊
国
祭
礼
図
を
読
む
』　

角
川
学
芸
出
版
〈
角
川
選
書
〉　

平
成
二
「
「
年

「
一
月
な
ど
。

「
2
「　

平
成
二
「
二
年
一
月
二
「
九
日
「
東
京
文
化
財
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
室
に
お
い
て
徳
川
美
術

館
・
東
京
文
化
財
研
究
所
「
近
世
風
俗
画
共
同
研
究
調
査
報
告
会　
「
歌
舞
伎
図
巻
「・「
「

多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
を
中
心
に
「
に
お
い
て
同
研
究
所
「
江
村
知
子
氏
「
「
も
に
口
頭
発

表
し
た
。

「
3
「　

吉
川
美
穂
「
遊
楽
図
二
題
─
「
遊
楽
図
屛
風「
相
応
寺
屛
風
「「
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「

─
「「『
遊
び
「
流
儀　

遊
楽
図
「
系
譜
』　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

二
〇
一
九
年
六
月
「。

「
4
「　

現
状
で
は
「
地
色
は
茶
色
に
見
え
る
が
「
顔
料
で
は
な
く
有
機
染
料
で
塗
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
「
当
初
は
「
邊
知
行
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
紫
色
か
「
も
し
く
は
臙
脂
色
だ
っ
た

可
能
性
が
高
い
「
思
わ
れ
る
。
「
邊
知
行
「
「
多
平
「
郎
姿
繪
「
服
飾
覺
書
き
「「『
大
和
文

華
』
二
「
一
号　

大
和
文
華
館　

昭
和
三
「
一
年
「
月
「。

「
5
「　

註「
4
「前
掲
論
文
参
照
。
「
邊
氏
論
文
で
は
「「
匹
田
絞
り
「
「
表
現
さ
れ
て
い
る
が
「

拙
稿
で
は
「
鹿
子
絞
り
「
「
表
記
す
る
。

「
6
「　

神
谷
栄
子
『
日
「
「
美
術　

第
六
「
七
号　

小
袖
』　

至
文
堂　

昭
和
四
「
六
年
「
二
月
。

「
7
「　

註「
4
「前
掲
論
文
参
照
。

「
8
「　

註「
4
「前
掲
論
文
参
照
。

「
9
「　

・
武
田
恒
夫
氏
「
品
解
説「
武
田
恒
夫
・
小
林
忠
・
「
畑
健
・
松
田
修
・
菊
池
貞
夫
編
『
日

「
屛
風
絵
集
成　

第
「
四
巻　

風
俗
画　

遊
楽
・
誰
ヵ
袖
』　

講
談
社　

昭
和
「
「
二
年
九

月
「。

・
奥
平
俊
六
「
文
使
い
図
攷
─
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
付
属
美
術
館
所
蔵
『
文
使
い
図
』
を
中

心
「
し
て
─
「「『
原
色
日
「
「
美
術　

第
二
「
七
巻　

在
外
美
術「
絵
画
「』　

小
学
館　

昭
和

「
「
「
年
「
一
月
「。



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

「
四

会　

一
九
「
九
年
三
月
「。

「
17
「　
『
藩
士
名
寄
』
一
〜
二　

い
ノ
上
〜
中　

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
。

「
18
「　

「
「
泰
一
「
研
究
ノ
ー
ト 

尾
張
徳
川
家
「
幕
末
期
に
お
け
る
什
宝「
収
蔵
品
「「
種
類
「

数
量
に
つ
い
て「
一
「　

─
絵
画
・
書
籍
編
─
「「「『
金
鯱
叢
書
』
第
三
「
一
輯　

徳
川
黎
明

会　

平
成
「
六
年
「
二
月
「。

「
19
「　

「
「
泰
一
「
遊
楽
図
屛
風「
相
応
寺
屛
風
「「
「
来　

─
相
応
院「
お
亀
「
方
「「
遺
愛
品
で

は
な
い
─
「「『
金
鯱
叢
書
』
第
「
二
輯　

徳
川
黎
明
会　

昭
和
六
「
年
六
月
「。

　

岩
田
美
穂
「
徳
川
美
術
館
蔵
「
歌
舞
伎
図
巻
「
に
つ
い
て
「「『
金
鯱
叢
書
』
第
二
「
「
輯

　

徳
川
黎
明
会　

平
成
九
年
「
月
「。

「
20
「　

成
瀬
不
二
雄
「
松
浦
屛
風
「
寛
永
期
「
風
俗
画
「「『
特
別
展 

国
宝
・
松
浦
屛
風
─
江
戸
時

代
寛
永
期
「
女
性
美
─
』　

大
和
文
華
館　

昭
和
「
「
九
年
「
月
「。

　

狩
野
博
幸
「
彦
根
屛
風
模
「　

羽
川
珍
重
筆
「「『
学
叢
』
第
九
号　

京
都
国
立
博
物
館　

昭
和
六
「
二
年
三
月
「。

「
21
「　

尾
張
家
に
は
「
こ
れ
ら
「
風
俗
画
「
外
に
「
浮
世
又
平
筆
「
す
る
六
曲
一
双
「
風
俗
画
が

所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
「
大
正
「
年「
一
九
二
一
「「
売
立
で
「
尾
張
家
を
離
れ
て
い
る
。

「
22
「　

筆
者
不
詳
「
「
多
平
「
郎
姿
繪
屛
風
「
解
説「『
國
華
』
第
三
〇
「
号　

國
華
社　

大
正
「

年
一
月
「。

「
23
「　

田
中
喜
「
『
初
期
浮
世
繪
選
集
』　

初
期
浮
世
繪
選
集
刊
行
会　

昭
和
三
年
。

「
24
「　

註「
16
「前
掲
論
文
参
照
。

「
25
「　

中
村
孝
也
『
千
姫
眞
實
傳
』　

国
民
文
化
研
究
会　

昭
和
四
「
一
年
七
月
。

「
26
「　

武
田
恒
夫
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
品
解
説「
武
田
恒
夫
・
小
林
忠
・
「
畑
健
・
松

田
修
・
菊
池
貞
夫
編
『
日
「
屛
風
絵
集
成　

第
「
四
巻　

風
俗
画　

遊
楽
・
誰
カ
袖
』　

講

談
社　

昭
和
「
「
二
年
九
月
「。

「
27
「　

首
藤
善
樹
編
『
慶
「
日
記
』「
「
願
寺
史
料
集
成
「　

同
朋
舎
出
版　

昭
和
「
「
「
年
「
月
。

「
28
「　

奥
平
俊
六
『
絵
は
語
る
「
10
「
彦
根
屛
風
─
無
言
劇
「
演
出
─
』　

平
凡
社　

平
成
「
年
三

月
。

「
29
「　
「
事
蹟
録
「
寛
永
「
年
九
月
「
「
日
条
。
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
。

一　

大
額
大
撫
付
大
刺
「
髭
置
候
儀
可
為
曲
事

一　

大
「
大
脇
指
停
止
之
事
「
ハ
貮
尺
七
「
寸
脇
指
ハ

「
10
「　

黒
田
泰
三
「
相
応
寺
屛
風
「
筆
者
に
つ
い
て
「「『
九
州
藝
術
学
会
誌　

デ
・
ア
ル
テ
』
第

六
号　

九
州
藝
術
学
会　

平
成
二
年
三
月
「「
同
「
彦
根
屛
風
「
画
家
─
狩
野
「
信
「
可
能

性
「「『
講
座
日
「
美
術
史　

第
1
巻 

物
か
ら
言
葉
へ
』　

東
京
大
学
出
版
会　

平
成
「
七
年

四
月
「「
同
「
狩
野
「
信
「
画
業
に
つ
い
て
「「『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
「
一
号　

出
光
美

術
館　

平
成
「
「
年
一
月
「。

「
11
「　

江
村
知
子
「
江
戸
時
代
初
期
風
俗
画
「
表
現
世
界
「「『
美
術
研
究
』
第
四
〇
「
号　

東
京

文
化
財
研
究
所　

平
成
二
「
四
年
一
月
「。「
彦
根
屛
風
「に
み
ら
れ
る
睫ま

つ
げ「

描
写
を
は
じ
め
「

瞳
「
左
右
「
白
目
に
白
い
点
を
置
く
表
現
は
「
「
図
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
「
鹿
子

絞
り
は
「
彦
根
屛
風
「
で
は
白
絵
具
を
盛
り
上
げ
た
上
に
「
中
央
に
地
色
「
同
じ
色
「
点
を

置
い
て
立
体
的
に
あ
ら
わ
す
「
に
対
し
「
「
図
は
白
絵
具
で
ド
ー
ナ
ツ
状
「
丸
を
描
く
「
み

で
あ
る
。「
彦
根
屛
風
「
「
人
物
や
モ
テ
ィ
ー
フ
は
均
質
な
線
描
で
「
輪
郭
線
を
塗
り
よ
け

て
彩
色
す
る
「
彫
り
塗
り
「
で
あ
ら
わ
さ
れ
「
画
面
が
緊
密
に
「
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
に

対
し
「
「
図
は
打
ち
込
み
「
あ
る
鋭
い
線
描
で
「
お
お
ら
か
に
モ
テ
ィ
ー
フ
が
描
写
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
「
次
「
論
文
・
図
版
を
参
考
「
し
た
。

・
髙
木
文
恵
「
彦
根
屛
風
─
「
来
「
研
究
史
─
「「
江
村
知
子
「
彦
根
屛
風
「
表
現
に
つ
い

て
「「
東
京
文
化
財
研
究
所 

企
画
情
報
部
・
彦
根
城
博
物
館
編
集
『
国
宝　

彦
根
屛
風
』
東

京
文
化
財
研
究
所　

平
成
二
「
年
三
月
「。

「
12
「　

菅
沼
貞
三
「
「
多
平
「
郎
姿
繪
「「『『
大
和
文
華
』
二
「
一
号　

大
和
文
華
館　

昭
和

三
「
一
年
「
月
「。

「
13
「　

註「
10
「前
掲
論
文
参
照
。

「
14
「　

奥
平
俊
六
「
風
俗
図
屛
風「
「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「「
「
品
解
説「『
日
「
美
術
全
集　

第
「
七
巻　

狩
野
派
「
風
俗
画　

江
戸
「
絵
画
Ⅰ
』
講
談
社　

平
成
四
年
六
月
「「
「
品
番

号
96
。

「
15
「　

大
正
「
年
一
月
発
行
「
『
國
華
』
第
三
〇
「
号
「
「
尾
州
家
所
蔵
「
浮
世
絵
古
屛
風
「
「

解
説
中
に
お
い
て
「「
恐
ら
く
尾
張
藩
祖
「
直
公
「
生
母
「
相
応
院
夫
人
「
愛
玩
せ
ら
れ
た

る
も
「
ゝ
一
な
る
べ
く
「
「
し
て
「
一
時
期
「
重
要
文
化
財
「
遊
楽
図「
相
応
寺
屛
風
「「
「

同
様
「
相
応
院
愛
玩
品
「
す
る
説
が
あ
っ
た
。

「
16
「　

高
橋
敦
子
「「
「
多
平
「
郎
姿
絵
」
研
究
「「『
哲
学
会
誌
』
第
「
三
号　

学
習
院
大
学
哲
学



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

「
「

　
　

壹
尺
七
「
寸
迄
不
苦
鹿
狩
鷹
野
之
時
大
脇
指

　
　

可
為
各
別
事

一　

「
脇
指
之
鞘
朱
青
漆
黄
漆
白
檀
大
鍔
角
鍔
停
止
之
事

「
30
「　

註「
28
「前
掲
書
参
照
。

「
31
「　

小
林
忠
「
遊
楽
人
物
図「
加
賀
屛
風
「「
「
品
解
説「
註「
26
「前
掲
書
所
収
「。

「
32
「　

註「
16
「前
掲
論
文
参
照
。

「
33
「　

「
図
に
み
る
小
さ
な
点
二
つ
「
よ
う
な
眉
は
「
水
嶋
卜
也
著
「
化
粧
眉
「
口
傳
「
「
「
古

法
眉
「
「
図
に
近
い
「
い
え
る
。
な
お
「「
化
粧
眉
「
口
傳
「
は
次
「
写
「
で
確
認
し
た
。

・『
日
「
「
化
粧
─
道
具
「
心
模
様
』「
ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所　

一
九
「
九
年
「
二
月
「掲
載
「

　

宮
野
忠
之
烝
写
「
宝
永
「
年「
一
七
〇
「
「。

・
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
「　

「
間
百
里
写
「
文
化
七
年「
一
「
一
〇
「。
早
稲
田
大
学
図
書

館
デ
ー
タ
ベ
ー
スW

IN
E

で
令
和
二
年
一
月
「
九
日
閲
覧
。

「
34
「　

朝
倉
治
彦
・
柏
川
修
一
編
『
守
貞
謾
稿
』
第
二
巻　

東
京
堂
出
版　

平
成
四
年
九
月
。

今
世
モ
「
前
に
云
ル
如
ク
「
染
レ
歯
テ
始
メ
嫁
ス
ル
ヲ
「
ト
ス
。
然
ト
雖
ド
モ
「
民
間
ニ
至

リ
テ
ハ
「
京
坂
ノ
女
二
「
歳
「
江
戸
ハ
二
「
未
満
ノ
少
女
モ
「
未
嫁
ス
シ
テ
歯
ヲ
染
ル
者
「

太
ダ
多
シ
。
京
坂
ノ
未
レ
嫁
「
或
ハ
既
ニ
嫁
ス
ト
雖
ド
モ
「
二
「
一
二
歳
「
「
ハ
「
歯
ヲ
黒

メ
テ
「
髪
を
改
メ
ズ
「
尚
「
島
田
曲
等
ニ
結
ブ
。
江
戸
モ
「
吉
原
ノ
傾
城
ハ
同
レ
之
。
島
田

曲
ニ
テ
「
歯
ヲ
染
ル
也
。

京
坂
ノ
「
既
に
嫁
シ
テ
「
歯
ヲ
染
メ
「
髷
ヲ
改
ザ
ル
女
モ
妊
身
シ
テ
「
大
畧
「
ケ
月
頃
ニ
至

リ
「
始
テ
髷
ヲ
改
メ
「
両
輪
等
ニ
結
ビ
「
眉
ヲ
剃
ル
。

江
戸
ハ
「
未
嫁
「
既
ニ
嫁
ス
ル
女
モ
「
歯
ヲ
染
ル
者
ハ
「
専
ラ
髪
ヲ
丸
曲
ニ
更
メ
「
眉
ヲ

剃
ル
也
。
江
戸
モ
「
武
家
ノ
新
婦
ハ
歯
ヲ
黒
メ
「
髪
ヲ
丸
曲
ニ
結
ベ
ド
モ
「
眉
ヲ
剃
ズ
。

二
「
三
四
才
ニ
及
デ
始
テ
「
眉
ヲ
剃
ル
。

京
坂
ノ
新
婦
「
若
シ
二
「
一
二
才
ニ
至
リ
テ
「
妊
ザ
ル
者
ハ
「
孕
ズ
ト
雖
ド
モ
「
曲
ヲ
改
メ
「

眉
ヲ
剃
ル
。
京
坂
ニ
テ
「
歯
ヲ
染
メ
「
眉
ヲ
剃
ル
ヲ
「
顔
ヲ
直
ス
ト
云
。
江
戸
ニ
テ
ハ
「
元

服
ス
ト
云
也
。
又
「
江
戸
ニ
テ
歯
ヲ
黒
メ
テ
「
眉
ヲ
剃
ザ
ル
者
ヲ
「
半
元
服
ト
云
。

又
「
武
家
ノ
媵
婢
ハ
「
夫
ナ
シ
ト
雖
ド
モ
「
大
「
「
六
七
歳
「
上
ノ
者
ハ
「
皆
必
ズ
歯
を
染

メ
「
眉
ヲ
剃
リ
「
髪
ヲ
改
ル
。

京
坂
ノ
游
女
「
及
ビ
藝
子
ト
モ
ニ
「
専
ラ
歯
ヲ
染
ル
也
。
蓋
「
島
田
曲
ニ
テ
「
眉
ヲ
剃
ザ
ル

也
。
彼
徒
ハ
「
年
「
ト
雖
ド
モ
「
眉
ヲ
剃
ズ
「
曲
ヲ
改
メ
ズ
。
又
「
「
一
二
歳
ノ
女
ト
雖
ド

モ
「
藝
子
ハ
疾
ク
歯
ヲ
染
ル
ヲ
誉
ト
ス
是
其
祝
レ
之
コ
ト
ア
リ
テ
「
其
費
ヲ
供
ス
ル
客
ヲ
得

ザ
レ
バ
「
歯
ヲ
染
ル
コ
ト
難
キ
ガ
故
也
。

「
35
「　

近
世
初
期
風
俗
画
で
「
眉
「
有
無
が
確
認
で
き
る
代
表
的
な
「
品
「
う
ち
「
重
要
文
化
財

「
湯
女
図
「「
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
「に
描
か
れ
た
女
性
六
人
「
う
ち
年
「
「
み
ら
れ
る
三
人
に
は

眉
が
な
い
が
「
こ
れ
は
湯
女
「
い
う
身
分
に
よ
る
「
考
え
ら
れ
る
。

「
36
「　
「
大
上
臈
御
名
事
「「
塙
保
己
一
『
群
書
類
従
・
第
二
「
三
輯　

武
家
部
』 

続
群
書
類
従
完

成
会　

昭
和
「
年
二
月
「。

一
「
九
ツ
に
て
か
ね
を
つ
く
る
な
り
。

　
　
　
　
「
中
「
「

一
「
ぼ
う
ま
ゆ
「
ほ
ど 

ほ
ん
ま
ゆ
「
け
「
し
た
ば
か
り
「
る
な
り
。

一
「
し
き
「
ま
ゆ
は
「
「
六
か
ら
つ
く
る
な
り
。

　
　
　
　
「
中
「
「

一
「
げ
す
は
ま
ゆ
つ
く
ら
ず
。
か
も
じ
か
け
ず
。
わ
き
め
あ
る
べ
か
ら
ず
。

「
37
「　

松
平
慶
永
「
幕
儀
参
考
「
第
二「『
松
平
春
嶽
全
集
』「
1
「　

原
書
房　

昭
和
四
「
「
年
四

月
「。

「
38
「　

名
目
上
「
「
元
服
「
「
区
別
す
る
た
め
に
「
男
子
「
例
に
倣
い
「
実
質
的
な
元
服
を
「
「

元
服
「
「
表
記
す
る
。

「
39
「　

註「
37
「前
掲
書
参
照
。

　

吉
川
美
穂
「
大
名
家
「
姫
君
「
通
過
儀
礼
「
装
い
─
「
姫
君
「
華
麗
な
る
日
々
「
展
に
よ

せ
て
─
「「
徳
川
「
宣
・
「
「
泰
一
監
修
『
徳
川
美
術
館
名
品
展　

姫
君
「
華
麗
な
る
日
々
』

　

朝
日
新
聞
社　

平
成
「
六
年
七
月
「。

「
40
「　

註「
39
「前
掲
吉
川
論
文
参
照
。

「
41
「　

鈴
木
敬
三
「
葵
紋
「
解
説「『
国
史
大
辞
典
』
第
一
巻　

吉
川
弘
文
館　

一
九
七
九
年
一

月
「。

「
42
「　

四
辻
秀
紀
・
龍
澤
彩
「
資
料
編
2　

葵
紋
「
変
遷
「「
徳
川
美
術
館
編
集
『
尾
張
「
殿
様
物

語
』　

徳
川
美
術
館　

平
成
「
九
年
四
月
「。

「
43
「　

旭
充
ほ
か
編
集
『
葵　

徳
川
三
代
展
』「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン　

平
成
「
二

年
四
月
「「
「
品
番
号
1
〜
4
。
岡
崎
市
美
術
博
物
館
編
集
『
家
康
「
肖
像
「
東
照
宮
信
仰
』



「
「
多
平
「
郎
姿
絵
屛
風
「
「
像
主
に
つ
い
て

「
六

「
岡
崎
市
美
術
博
物
館　

二
〇
一
七
年
六
月
「「
「
品
番
号
32
・
34
〜
38
。

「
44
「　

榊
原
悟
「
東
照
大
権
現
像「
霊
夢
像
「「
狩
野
探
幽
筆 

「
品
解
説「
註「
43
「前
掲
『
葵　

徳

川
三
代
展
』「「
「
品
番
号
1
〜
4
。

「
45
「　

神
宮
司
廳
編
『
古
事
類
苑　

三
「
七　

禮
式
部
一
』
禮
式
部
「
一 

元
服
「　

神
宮
司
廳

　

明
治
三
「
二
年
「
一
月
。

「
46
「　

並
木
昌
史
「
成
「
儀
礼
表
「「『
将
軍
か
ら
「
お
く
り
も
「
─
儀
礼
「
拝
領
─
』　

徳
川
美
術

館　

平
成
二
「
六
年
四
月
「。
尾
張
歴
代
藩
主
で
は
「
六
代
継
友
だ
け
が
数
え
二
「
一
歳
で

前
髪
執
を
行
っ
て
い
る
。
継
友
は
三
代
綱
誠
「
「
二
男
に
あ
た
り
「
綱
誠
「
九
男
「
通
温

「
数
え
「
七
歳
「「
同
日
に
前
髪
執
を
行
っ
て
お
り
「
何
等
か
「
事
情
が
あ
っ
て
遅
れ
た
「
考

え
ら
れ
る
。

「
47
「　

千
姫
「
「
歴
に
つ
い
て
は
「
次
「
文
献
を
参
照
し
た
。

・「
幕
府
祚
胤
「
「「
斎
木
一
馬
・
岩
沢
應
彦
・
戸
原
純
一
校
訂
『
徳
川
諸
家
系
譜
』
第
二　

続
群
書
類
従
完
成
会　

昭
和
四
「
九
年
「
月
「。

・
註「
25
「中
村
前
掲
書
参
照
。

・
橋
「
政
次
『
千
姫
考
』　

神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー　

平
成
二
年
四
月
。

・
渋
谷
葉
子
「
千
姫「
天
樹
院
「「
解
説「『
徳
川
「
大
奥
「
事
典
』　

東
京
堂
出
版　

平
成

二
「
七
年
一
月
「。

「
48
「　

「
多
忠
刻
に
つ
い
て
は
「
註「
47
「前
掲
書
・
解
説
「
ほ
か
「
次
「
文
献
を
参
照
し
た
。

・
高
柳
公
寿
・
岡
「
泰
四
・
斎
木
一
馬
『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
「
一　

続
群
書
類

従
完
成
会　

昭
和
四
「
年
「
一
月
。

「
49
「　

・
福
田
千
鶴
「
家
康
「
婚
姻
戦
「
─
泰
平
「
世
へ
「「『
別
冊
歴
史
読
「
七
「
「
号 
徳
川
家

康　

天
「
人
へ
「
跳
躍
』　

新
人
物
往
来
社　

二
〇
〇
「
年
一
月
「。

・
竹
内
誠
・
深
井
雅
海
・
松
尾
美
恵
子
編
集
『
徳
川
「
大
奥
「
事
典
』　

東
京
堂
出
版　

平

成
二
「
七
年
一
月
。

・
吉
川
美
穂
「
第
3
節　

将
軍
姫
君
「
婚
姻
「
そ
「
特
権
─
千
代
姫
「
生
涯
を
め
ぐ
っ
て
「

「
竹
内
誠
・
深
井
雅
海
・
松
尾
美
恵
子
・
藤
田
英
昭
編
集
『
論
集 

大
奥
人
物
研
究
』　

東
京

堂
出
版　

令
和
元
年
「
月
「。

尚
「
表
2
は
「
幕
府
祚
胤
「
「「
註「
47
「前
掲
書
参
照
「お
よ
び
高
田
綾
子
「
成
「
徳
川
将
軍

家
子
女
一
覧
「「『
論
集 

大
奥
人
物
研
究
』「を
参
照
し
「
「
成
し
た
。

「
50
「　

尾
張
家
で
は
寛
永
三
年
に
「
女
・
京
姫
「
紀
伊
徳
川
家
で
は
寛
永
「
年
に
「
女
・
因
幡

姫
「
水
戸
徳
川
家
で
は
寛
永
元
年
に
「
女
・
通
子
が
誕
生
し
て
い
る
。

「
51
「　

註「
47
「前
掲
渋
谷
解
説
参
照
。

・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
「
近
世
史
料　

細
川
家
史
料　

九
』　

東
京
大
学
出
版
会

　

昭
和
「
「
九
年
三
月
。
「
「
「
同
史
料
を
挙
げ
る
時
は
「
こ
れ
を
典
拠
「
す
る
。

「
52
「　

光
高
「
「
歴
に
つ
い
て
は
「
次
「
文
献
を
参
照
し
た
。

・
高
柳
公
寿
・
岡
「
泰
四
・
斎
木
一
馬
『
新
訂　

寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
「
七　

続
群
書
類

従
完
成
会　

昭
和
四
「
年
「
一
月
。

「
53
「　

黒
板
勝
美
編
輯
『
新
訂
増
補　

國
史
体
系　

徳
川
實
紀　

第
二
篇
』　

吉
川
弘
文
館　

昭

和
「
年
四
月
第
一
刷
「
平
成
二
年
「
一
月
第
「
刷
。

「
54
「　
［
寛
永
六
年
］
六
月
廿
三
日
書
状
案
・
同
年
六
月
廿
九
日
書
状
案
・
同
年
七
月
三
日
書
状

案
・
同
年
七
月
「
日
書
状
案
。

「
55
「　

註「
51
「前
掲
『
細
川
家
史
料
』
「
う
ち
［
寛
永
七
年
］
「
二
月
七
日
書
状
案
。

「
56
「　

「
「
博
文
『
遊
び
を
す
る
将
軍　

踊
る
大
名
』　

教
育
出
版　

平
成
「
四
年
六
月
。

「
57
「　

後
年
「
こ
「
「
な
る
が
「
病
気
療
養
中
に
「
病
中
「
御
慰
み
「
「
し
て
屛
風
が
贈
ら
れ
る

例
「
し
て
「
尾
張
家
二
代
光
友
に
狩
野
常
信
筆
「
屛
風
が
贈
ら
れ
た
記
録「「
事
蹟
録
「
貞
享

四
年
「
一
月
三
日
条
「が
あ
る
。

「
58
「　

註「
47
「前
掲
渋
谷
解
説
参
照
。

「
59
「　

前
田
光
高
「
「
親
密
な
関
係
を
鑑
み
れ
ば
「
家
光
が
発
注
者
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
。

「
60
「　

註「
47
「橋
「
前
掲
書
参
照
。

［
付
記
］　

「
稿
執
筆
に
際
し
「
東
京
文
化
財
研
究
所 

江
村
知
子
氏
・
城
野
誠
治
氏
・
鳥
光
美
佳

子
氏「
故
人
「「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館 

学
芸
部
「 

石
田
佳
也
氏
「
徳
川
美
術
館 

前
学
芸
部
「　

四
辻
秀
紀
氏
に
は
「
「
図
を
考
察
す
る
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
画
像

借
用
に
つ
い
て
は
「
東
京
文
化
財
研
究
所
・
彦
根
城
博
物
館
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
徳
川
美
術
館　

學
藝
員
「



金　

鯱　

叢　

書　
第
四
十
七
輯
　〔
年
一
回
刊
行
〕

─
史
学
美
術
史
論
文
集
─

令
和
二
年
三
月
　

三
十
　

日
　
編
集

令
和
二
年
三
月
　

三
「
　

日
　
印
刷
・
発
行

竹
　
　
内
　
　
　
　
　
誠

徳
　
　
川
　
　
義
　
　
崇

編
集
者

発
行
者

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

公
益
財
団
法
人
　

徳
川
黎
明
会

電
話
（
3950
）
〇
一
一
一
番
（
代
）

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

徳
川
林
政
史
研
究
所

電
話
（
3950
）
〇
一
一
七
番
（
代
）

〒
461
─

0023
　
名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
一
〇
一
七

徳

川

美

術

館

電
話
（
935
）
六
二
六
二
番
（
代
）

印
刷
所

〒
600
─

8805
　
京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
田
町
二

株
式
会
社
　
図
書

印
刷　

同
朋
舎

電
話
（
361
）
九
一
二
一
番
（
代
）
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